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10月24日(木) 〔1000～1650〕
挨拶
1地 球化学的研究
座 長
国立極地研究所長
編 祓 邦 彦
松 田 達 郎
(10:00～1005)
(10:05～1105)
(東 大 ・教 養)
1.Pb-210法 に よる み ず ほ高 原 の 積 雪 速 度 測 定 の 試 み
増 田 宣 泰(北 大 ・水 産)
(20分)
2.南 極 ア ラ ン ヒ ル ズ のBeacon　 Group中 の 鎖 式 お よ び 環 式 炭 化 水 素
?????????? ?
?
??? ?
??
????
??????????????????? ?
(東 大 ・教 養)
(石 油 公 団)
(極 地 研)
(東 大 ・教 養)
(千 葉 工 大)
(20分)
(20分)
(日 本 分 析 セ ン タ ー)
(千 葉 工 大)
(弘 前 大 ・理)
(東 大 ・教 養)
(北 大 ・水 産)
日 地形学的研究
座 長 吉 田 栄 夫
4.セ ー ル ・ロ ン タ ー ネ 山 地 西 部 の 氷 河 地 形
森 脇 喜 一
岩 田 修 二
(11:05～1205)
(極 地 研)
(極 地 研)
(都 立 大)
(20分)
5.セ ー ル ・ロ ン ダ ー ネ山 地 西 部 の 地 形 に つ い て の2・3の 問 題(20分)
????????
(都 立大)
(極 地 研)
6.南 極 の 地球 科 学 デ ー タ か ら推 察 され る後 期 完 新 世の 海 水準 微変 動 に
つ いて(20分)
小 元 久 仁 夫(東 北 大 ・理)
一 一 一 一 ー 一 昼
食 一 一 一 一 一 一1205～1330-一 一 ー 一 一
1
1日 地質学的研究
座 長 松 本 径 夫
(13:30～1650)
(山 口 大 ・理)
7.セ ー ル ・ロ ン ダ ー ネ 山地 西 部 地 域 の 地 質(20分)
小 嶋 智(名 大 ・理)
白 石 和 行(極 地 研)
8.リ ュツ オ ・ホル ム岩 体 東 部(プ リ ン ス ・オ ラ フ海 岸)の 累進 変 成作 用
(20分)
白 石 和 行(極 地 研)
広 井 美 邦(千 葉 大 ・理)
9.グ ラ ニ ュラ イ ト相 に お け る累 進 変 成 作 用(20分)
一束 南 極 リュ ツオ ・ホ ル ム 湾 周 辺 地 域 を例 に一
本 吉 洋 一(北 大 ・理)
10.昭 和 基 地 周辺 に お け る柱 石 と斜 長 石 の 共 生 関 係(20分)
広 井 美 邦(千 葉 大 ・理)
白 石 和 行(極 地 研)
一 一 一 一 一 一 休
憩 一 ー 一 一 一 一1450～1530-一 一 一 一 ーー i-一一
座 長 仲 井 豊 (愛 知教育大)
11.昭 和 基 地 周 辺 の　Ultramafic　 granuli七eζ こつ い て
鈴 木 盛 久
12.ベ ル ジ カ 山 脈 変 成 岩 類 の 鉱 物 組 合 わ せ
13.東 南 極
放 射 年 代 につ い て
?????????????
(広 島 大 ・理)
(岡 山大 ・教 養)
(極 地 研)
(極 地 研)
(佐 賀 大 ・教 育)
(20分)
(20分)
Skarvsnes　 地 域 に 産 す る 変 成 岩 の サ マ リ ウ ム ー ネ オ ジ ム
?
??????
14.1〕u七line　 of　 geology　 and　 mineral
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Sarath　 Jayatileke
松 枝 大
剛(地 質 調)
隆(地 質 調)
行(極 地 研)
resources　 of　Sri　 Lanka
(秋 田 大 ・鉱 山)
治(秋 田 大 ・鉱 山)
(20分)
(20分)
◎ 講 演 終 了 後記 録 映 画 を上 映 し ます 。(30分 〉
「開 け 第3の 基 地 」(第26次 セ ル ロ ンダ ー ネ隊 の 記録)
一 一 ・一一ーー 一 一 懇 親 会 一 一 一 一 一 一1730～1930-一 一 ー 一 －
ll
10月25日(金) 〔1000～1650〕
IV　 固 体 地 球物 理 学 的 研 究
(1)地 殻構 造
座 長 神 沼 克 伊
(10:00～1215)
(極 地 研)
15.2次 元 レ イ トレー シ ン グ に よ る み ず ほ 高原 の 地 殻 構 造
伊 神
伊 藤
??
(名 大 ・理)
(京 大 ・理)
(20分)
16.爆 破地 震 動 お よび 重 力 か ら推 定 さ れ るみ ず ほ 高 原 の 地 殻 構 造(20分)
伊 藤
伊 神
??
(京 大 ・理)
(名 大 ・理)
17.し ら せ の　Naviga七ion　 Dataを 使 っ た 海 上 重 力 の ⑪N-LINE処 理(20分)????????????
(東 大 ・海 洋 研)
(極 地 研)
(弘 前 大 ・理)
18.極 地 研 発 行 南 極 域 の フ リ ー エ ァ 重 力 図　(SpeCial　 Map　 Series　 No.3,　 1984)
に 関 す る い くつ か の コ メ ン ト
瀬 川 爾
松 本
神 沼 克
19.南 極 地 域 にお け る測 地測 量
柿 沼 清
??? (20分)
(東 大 ・海洋 研)
(海 洋 科学 技 術 セ ン ター)
(極 地 研)
(20分)
(国 土 地 理 院)
20.白 嶺 丸 に よ る東南 極 ア メ リ一概 氷 沖 海 域 の 地 質 構 造 調 査 につ い て
21.南 大 洋 の海 洋 底掘 削
一 〇DPの1986-1987の 計 画 に つ い て 一
木 下 肇
神 沼 克 伊
??? ??????????
????
??
??
??????
(千 葉 大 ・理)
(極 地 研)
(20分)
(15分)
食 一 一一'一一 ーi-一 一1215～1330-一 一 ー 一 一
(2)エ レバ ス 山地 震 活 動(13:
座 長 渋 谷 和 雄(極 地 研)
22.エ レバ ス 山 と その 周辺 の定 常 的 地 震活 動 と異 常 活 動????? ??
?
?
???????
?
?? ?
??????
????????????
(3)古 地 磁 気学
座 長 木
30～1430)
(千 葉 大 ・理)
(極 地 研)
(富 山大 ・理)
(極 地 研)
(千 葉 大 ・理)
(富 山大 ・理)
(富 山大 ・理)
(極 地 研)
(千 葉 大 ・理)
(20分 〉
(20分)
(20分)
(14:30～15:10)
下 肇(千 葉 大 ・理)
25.オ ン グ ル 島 の 古 地 磁 気 一 岩 脈 の 貫 入 に よ る 自 然 残 留 磁 気 の 変 化 一
(20分)
船 木 實(極 地 研)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Peter　 .1.　Wasilewskl(NASA.GSFC)
永 田 武
26.極 地 域 の 古 地 球 磁 場 強 度(20分)
酒 井 英 男(富 山 大 ・理)
広 岡 公 夫(富 山 大 ・理)
船 木 實(極 地 研)
一 一 一 一 ー 一 休
憩 一 ー 一 一 一 一1510～1530-一 ・一 一 一 ー ー 一
(4)リ モ ー ト測 量
座 長 瀬 川 爾 朗
???
????? ?????? ???? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?? ?
??
?? ?? ?
? ?
? ?
?】
(15:30～16:50)
(東 大 ・海 洋 研)
(20分)
(東 海 大 ・理)
(極 地 研)
(極 地 研)
(20分)
(千 葉 大 ・理)
(宇 宙 研)
(極 地 研)
Iv
29.　SEASATに よ る昭 和 基 地 周 辺 の 氷 床地 形
川
谷
川
?????????
30.JMRを 用 い た ト ラ ン ス ロ,T-一 シ ョ ン
北 沢 幸 人
渋 谷 和 雄
(東 海 大 ・理)
(極 地 研)
(東 大 ・海 洋 研)
(茨 城 大 ・理)
(極 地 研)
(20分)
(20分)
<プ ロ グ ラ ム 変 更>
10.「 昭 和 基 地 周 辺 に お け る柱 石 と 斜 長 石 の 共 生 関 係 」 は 、 発 表 者 の
都 合 に よ り10月25日10:00-10:20に変 更 し ま す 。
V
Pb 210法 に よ る み ず ほ 高 原 の
積 雪 速 度 測 定 の 試 み
増 田 宣 泰(北 大 ・水 産)
嶋Lに:希 ガ ス元 素 で あ るラ ドン(Rn-
222)は 、 地 表 か ら放 出 され 、半 減 期3.8日 で
壊 変 し短 寿 命 の娘 核 種 を経 て 、 大気 中 で　Pb-
210(半 減 期22年)へ と放 射壊 変 して い る.
大 気 中のPb-210は 、原 子 の 状 態 か ら出 発 し、
周 辺 のエ ーロ ゾ ル と衝 突 し、 再び 地 表 へ 降 下
す る。Pb-・210は 大気 圏経 由 物 質の フ ラ ッ ク
ス を定 量 化 す る際 の 重要 な 研 究 手段 とな って
い る.ま た 、主 に 沿岸 堆積 物 の 堆積 速 度 を求
め るのに も使 わ れ て い る。
南極 大 陸 氷 床 の積 雪速 度 をPb-210法 で
求 め る試 み は　Picciotto　 et　a1.(1971)　 に よ
って 行な われ て い るが 、 その 後 の 報告 は少 な
い 。 これ まで 積雪 速 度 を求 め る手 法 と して は 、
総 べ ータ線 量 法 、酸 素 一18法 、層 位 的 解 析 法 、
雪 尺法 な どが あ るが 、 それ ぞ れ 一長 一 短 が あ
る.Pb-210法 の利 点 は 、(1)過 去100年
程 度 まで 連 続 して求 め る こ とが 出来 る こ と.
(2)雪 中の 水 蒸気 の移 動 に よって も左 右 さ
れ に くい事.(3)表 面 が 撹 乱 され て い て も
、 そ れ以 下 の 層 か ら正 味 の 積 雪速 度 を求 め得
る事.(4)詳 細 に 分 析 す れ ば 、堆 積 中 断の
雪氷 試 料 に も応用 可能 な 事 。(5)同 様 に 、
積 雪 速 度 の 変 化 に も対 応 可能 な事 な どで あ る.
方二法:第15次 隊 に よ りみ ず ほ 基地 付 近 で 得
られ た雪 試 料(12-14k9)を 融 解 後 、　Po
-208担 体 を 添加 した後、 炭酸 塩 と して 沈殿
させ る。沈 殿 を溶 解 後 電着 に よ り　 Po　と　Bi
とを分 離 し、 銀板 上 のPo-210を ア ル フ ァ波
高分 析 器で 計 測 した 。 また 、同 試 料 か ら分離
したBi-210は2π ガ ス フ ロ ー低 バ ック グ ラ
ウ ン ドベ ータカ ウ ン タ ーで 計 測 した.
鮭』畷:結 果 を図 に示 す.Po-210で
求 め た年 間 の 積 雪 速 度 は2m以 深で22c●/yr
ま た、Bi-210か らは　20　cm/yrを 得 た.密
度 を0.4g/cm)と 仮 定 す る と、 それ ぞ れ 、
8.8お よび8.O　 g/cm°・　yrと な る.Po-210
お よびBi-210か ら求 め た積 雪 速度 は、 誤 差
を考 えれば 両 者 に 差 は な い と言 え る.
今 回の 試料 で は 、2mを 境 に 大 き く積 雪 環
境が 変 化 した事 が うかが われ る.っ ま り2m
以浅 で は 急 激 に積 雪 速 度が 大 き くな って い る.
お そ ら く数 年で2mの 積雪(吹 きだ ま り?)
を形 成 した もの と思 われ る.
一 画:(1)試 料量;500g程 度 の雪
氷 試 料で の 分 析 法 の確 立.(2)細 密 測 定;
短 期 間で の 積 雪環 境 の 変 化(堆 積 中 断 等)に
対 処 す る為 、短 い イ ン タ ーバ ルで の 試 料 採取
が 必 要.(3)広 域 多 点 測定;地 域 毎 、 ま た
高 度 毎の 測 定.(4)他 の 堆積 物 へ の 応 用;
沿 岸 堆積 物 お よび湖 沼 で の堆 積 速 度 の見 積 り.
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セ ール ・ロンダーネ山地 西部 の土セ形にっいての二 ・三 の問題
差∋田イ嶢疹二(看 β土 丈)・ 影ヒ脇 」蒼 一(フ 極地{薪)
1ラ 新 旧 螺 舗 時期 に形 舩 峡 モ レ ン ニ¶ ・ネ晒 輪 耀 基蜘 ・織 地 績 足尾
この地 域 の いくつ か の場 所 でモ レー ンを観 ここは、 比較 的新鮮 な角閃 石 片麻岩 から 腸
察 調 査 し様 舌果 モ レ ンば 少rd〈z6en北 偏 継 τ、聯1つ ・うッ トフォーA}](・のラ
旧 の2っ の時期 に区分 でき3こ とび わかった。 テラ1レモ レー ン洲堆積 しZい き.測 定項 目 ぼ、
2)基 盤 岩 の 風化 若輩 き面 ラ島劇 τ レ ーンの地 温 落慶 からの
場 所 岩相 氷 か う解 放 され τか らの時 間 岩屑 の}下 量 τ"'th3.二 うLた を駿 地 ・硬1・
の違 い ・よ・ 乙 基盤 岩 の風 化 の舞 働 、ゼ の 測定頑 巨を増 やし、 こ ことぽ 異 禍 景 飾 揚
9tう'壕 な3か!il　3EIA－たが＼ 氷fiの 低 下 と対 所 に、冷 徹 殼 ・橦 父潜 力"ag.
応・5sよ うなECfegを 区分 すsこ と'諺 易z・・3)・ 斜 面形態、
lS　・uい。 しづ・い 山稜 項部 や岩壁 上端 部 ぽ、 こOＬtセ域 の山地 を構 桐3斜 面 ・よ どlt{
ほ とんど御タトrif<著 しい風 化を受 け てEl}・t>、 同じよ う　rd形 態'傾 斜 をろっ て い3が、南 比
これ らの:部・分fま,氷 かう解 放 」れ てからの経 穴向 での非 対称 性1引 δっ{り し?い さ.こ の
退 時簡 が'他よ リICF　5か に 長 い ことぽ 確 定Zhあ 地域・の地 質の一億 乏向 が紫 鴉'性 であ3二 こか
S.規1動 風 イぴ手甲 と、そ 嫌 課 生じ'鵠 塵 らPt面 の形.勧 ・岩 質 ・名 石組織 ゴ 配 され
弔勿懇.の変一化 を量 的 に と合え るたの/ミ、 フ"ラ・ソト て いさため と考え ら 本書。
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南 極 の 地 球 科 学 デ ー タ か ら 推 察 さ れ る
後 期 完 新 世 の 海 水 準 微 変 動 に つ い て
小 元 久仁 夫(東 北 大 学)
後 期 完 新 世 の 海 水 準 変 動 を取 り扱 う研 究 に於 い て,旧 汀 線 高 度 を示 す 地 形学 的証 拠 は
海 岸地 形.と りわ け(1)隆 起 量 の大 きな珊 瑚 礁 地 域 や.(2>氷 床 後退 後 に 地殻 平衡 的 な
隆 起 運 動 が ま もな く開 始 さ れ た 地 域 一に 於 い て形 成 され た隆 起 汀 線 地 形 に 認 め るこ とが
で き る ・す な わ ち 連続 的 な 隆起 の傾 向 に あ る地 域 に 於 いて 海 水 準 が変 化 す れ ば ,そ の 影
響 は 隆 起汀 線 や 浜 堤 と して 残 され る.昭 和 基 地 とそ の 周 辺 地 域 に は(2)に 起 因 す る と考
え られ る隆起 汀 線 が形 成 さ れ て お り,し か もそ の 堆 積 物 に は しば しば 貝 化 石 を 含 み,地
形 計 測 と と もに 放射 性 炭 素年 代 測定 が行 な わ れて き た.
最 終 氷 期 以 降 の海 水 準 変 動 に 関 して は これ まで 多 くの 研 究 成 果 が あ り,多 種多 様 の 海
水 準 変 動 曲線 が描 か れ て きた.最 終 氷 期 に 巨大 な 氷 塊 と して 存 在 し海 水準 を 低下 さ せ た
北 半 球 の 氷 床 は後 氷期 に は融 解 して海 水 準 上 昇 に 大 き く寄 与 した.し か しそ の大 部 分 は
グ リ ーン ラン ド氷床 を 除 き,お よそ6.000-5,000yBPに は消 滅 した　(　De　Geer,
1954.　 Bryson　 e七aL.1969.Hulten,1971.臼int,1971).一方,南 半 球 で は南 極 大 陸
が 今 日 で も平 均2,450rnも の厚 い氷 に よ っ て覆 わ れ て お り(Drewry,1982>,地球 上
の 氷 の全 体積 の お よ そ90%を 占 め,巨 大 な 氷 床 を 形 成 して い る.こ の 氷 床 が後 氷 期 の 海
水準 変 動 に与 え た影 響 は しingle　et　al..(1979)に よれ ば,海 水 準 に して約26mで あ り,
ほ ぼ6.000yBP頃 ま で に は海 水 準 の 主 要 な 上 昇 は 完 了 した と考 え られ て い る.
野 上(1978)は 『6,000年 以 後 の 海 面 変{ヒ につ いて,そ れ が　 glacio-eustasy　 に よ
るも の で あ るな ら,(海 水 準 の変 化 の 割 合 は)せ い ぜ い　1　rc,rn　/年 く らい以 下 で あ ろ う』
と 見積 った.そ して 『こ れ よ り大 き い速 さ を持 つ 海 面 変 化 曲 線 を見 か け る が,そ れ は も
とに な ったデ ー タの 不 確 実 さ か曲 線 を描 く方 法 の 不 適 当 さ に 由来 す るの で はな い だ ろ う
か.も っ とも その 海 面 変 化 曲 線 が.地 殻 変 動,　glacio-isos七asy　 .　あ る い は　hydro-
isosねsy　 な どを分 離 して い な い場 合 は この 限 りで は な い.可 能 性 と して 考 え られ て い
る南 極 の サ ージ は海 面 の急 上 昇 を も た らし たか も しれ な い』 と重 要 な指 摘 を した.ま た
吉 田(1978>も 『… 比較 的急 激 な海 水 準 上 昇 が 氷 河 の サ ージ と結 び つ くと考 え る こ
とは 非 合 理 で な く,後 氷 期 の 高海 水 準 の 高 さ と さ れ る もの は,南 極氷 床 の サ ー ジ に よ る
影 響 とオ ーダ ー的 に 合 致 す る こ とは注 目 して よ い と思 わ れ る』 と述 べ た.
海 水 準 変 動 を議 論 す る場 合 に,水 が 地 球上 の海 陸 間 を移 動 す る こ とを ぬ き に して は 議
論 を進 め る こ と はで きな い.す な わ ち,地 球 上 の 水 につ いて 時系 列 を追 って そ の 移動 を
考 察 す る と,氷 期 に は水 は雪 氷 とな って氷 床 に貯 蔵 され,ま た 間氷 期 に は再 び 水 とな り
海洋 に戻 る.こ の 水 の 移 動 は 安定 同位 体(0-18/0-16やD/H)の 変 化 と して 氷床
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の 氷 や海 底堆 積物 に記録 されて い る.し たが って逆 に氷 床 の氷 や海 底堆 積物 を試 料 と し
て 分析 し上 述 の安 定 同位 体比 の変 化 と正 確 な時 間尺 を求 め る ことが可 能 で あれ ば,地 球
上 の水 の 時系 列 を追 った追跡 が可 能 とな り,海 水準 変動 に関 す るデ ータを得 るこ とがで
きる.そ して これ まで多 くの研究 者 が この 種の 研究 に取 り組 ん で来 た.
Wilson(1978)はJohnsen　 e七al.(1972)が 南 極　Byrd　Station　 の氷 の コア を試料 と
して行 な った酸 素 同 位体 の分 析 結果 に基 づ き,6,000年 以 降7回 のサ ージ が西 南極 に お
いて生 じた と考 え た.そ してそ の証 拠 の一 つ をロ ス島南 部 での 野外 調 査で実 証 した.ま
た彼 はニ ュ ージ ーラン ドや オ ース トラ リアで認 め られ るお よそ3,500yBPを 示 す硯
海 面上2mの 高位 海水 準 がサ ージ と関係 して い ると考 え た.す なわ ち彼 はJohnsenら
の 氷 床コ アの 分析 結 果 か ら西南 極氷 床 の表 面高 度 が約3,500yBPか ら4,000yB
P問 の数百 年 間 に300-500m低 下 した こと を指摘 し,厚 さ300m.容 積 に して3x
lOSk託D氷 が氷 山 とな ってSou七hern　 Oceanに 浮 かび 次 第 に融解 した と考 え た.そ の結
果,　Southern　 Ocean　 のsalintyは 低下 し,ま た海水 準 も約2m上 昇 した.こ の変
化 はその 後数100年 間 を経 て,他 の大 洋 との 海水 の 混合 に よって減 少 し,や が て海水 準
もサ ージ 以前 の 海水 準 よ りも数cm高 い だけ にな っ た と考 えた.
Wilsonの 考 え方 の根 底 に は多分Hughes　 e七al,(1972)の 『西 南極 は分解 しつつ あ るの
か?』 と題 す る論 文 が あ った と思 わ れ る.こ の論 文 の 中で 彼 は 『氷 期 の海 面 の低下 に よ
って西南 極 氷床 の 接地 線　(grounding　 line)　 が海側 に前進 し,氷 床の 基盤 高度 も海面 下
で あ った為 に氷 床 が不 安定 な状態 とな り,サ ージ に よ って 氷 床の 縮小 が加 速度 的 に進 行
す るよ うにな っ た.』 と考 え た.　Hughes　 は現 在 で も西南 極 の分 解 は引 き続 いて い る と
考 えて い るが,　Wilsonは 数 回 の サ ージ の結 果西 南極 の 氷床 の不 安 定 さは解 消 され つ つ あ
る と考 えて い る.
演 者 は　Hughes　 et　al.(1972)やWilson(1978)の基 本概 念 を受 け入 れて 西南 極 を中 心
に して起 こ ったサ ージや氷 山の分 離 ・融解 が後 期完 新 世 にお け る海水 準変 動 の主 因で あ
る可 能性 が きわ め て 高 いと考 え て い る.そ して サ ージ の起 こ った 時期 や規模 につ いて,
Johnsen　 et　al.(1972)　 の酸素 同 位 体比 分析 デ ータを再 検討 す ると とも に後期完 新 世 の
海水 準変 動 に伴 う昭和 基地 とその 周 縁地 域 に おけ る海岸 地形 の形 成 年代 の合 理 性 を比較
検討 した.そ の 結果,こ れ らの間 には相 互 に調和 的 な 関係 が あ るこ とが明 か とな っ た.
すな わち サ ージ の 時期 につ いて は　Johnsen　 et　al.(1972)　 に よる　Byrd　s七a七ionの 氷
を試 料 と した酸 素 同位 体 の分 析結 果 の 図 にWilson(1978)がサ ージ が起 こった と判断
して記入 した矢 印 の位 置 に注意 して,こ の 図 に　Fairbridge　 (1961)　 　の海水 準変 化 図 の
時 間軸 を合 わ せ た(第1図).そ の 結果,酸 素 同位 体 の変 化 の傾向 と海 水 準変化 の 傾向
は1300-2200yBPを 除 いて 良 く対応 して い るよ うに見受 け られ る.次 に これ まで 公
表 され た昭和 基地 とそ の周辺 地 域 に於 け る隆起 汀線 や それ らの堆積 物 の放 射性 炭素 年 代,
それ に これ らの デ ー タか ら復元 され た海 水準変 化 曲線 との 比較 を行 な った.昭 和 基地 付
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近にお ける6000yBP以 降の隆 起汀線 の高度 と同堆積物の放射性炭素年 代測定値か ら
推定され る当該 地域の平均隆起率 は約2.1mm/yで ある.そ こで　Johnsen　 et　al.　(19
72)の 図が海水準 の絶対値 は示 さな くとも,そ の変化の 傾向を示 すであろ うと仮定 して
海水準の上昇 か ら下 降に転 ずる年 代,す なわち離水 の時期を読み取 りその年 代を求め た.
これ らの年代 に上記の平均 隆起率 を乗 じて求め た高度 と野 外で計測 された隆起汀線高度
を比較 したのが第2図 で あ る.第2図 か ら明 らかの よ うに,リ ュツt・ ホルム湾 に発達
する隆起汀線 の形成 は当該地 域か ら氷床後退後 に起 こ った地 殻平衡的な隆起運動 と氷 床
に記録 された海陸間の水 の移動 一すなわち海水準 の変 動 一と密接 な関係 にあったことが
うかがえ る.海 水準の変動 の規模は酸素同位体 の分析 図か ら読み取 ることは不可能 であ
るが,リ ュツ ォ ・ホル ム湾 に発達す る多数の ステ ップ状の隆起汀線地形か ら判断 して,
その振幅 の最大値 は約2mで あ り,そ の大部分 は数10cm程 度の微変動 であったと推定
される.
今後,加 速器 を使用 した年代測定技術 と微量元 素の分析技術の向上 によ り氷 床や隆起
汀線 の形成年代や海水準 変動に関す る精度 の高い議論が可能 にな ろう.
+ユ0
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Figure　 1.　 Comparison　 of　 the　 Holocene　 sea-level　 change　 curve　 presented
by　 Fairbridge　(1962)　 and　 Oxygen　 isotope　 analysis　 at　 Byrd　 Station
presented　 by　 Johnsen　 et　 aZ.　 (1972)　 and　 represented　by　 Wilson　 (1978).
Allows　 indicate　 possible　 dates　 of　 surginq.s　 estimated　 by　 1'1ilson　 (ibid.).
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七一ルロンダーネ山地西部地域の地質
小嶋 智(名 大 ・理).白 石和行(極 地研)
演 者 らは 第26次 南 極 地 域 観 測 隊 夏 隊 に参 加 して,セ ー
ル ロ ン ダ ー ネ 山地 西 部 の 地 質 調 査 を 行 っ た.調 査 期 間 は
約35日 間 で.お お よ そ 東 西70km,南 北40kmの 範 囲 を 調 査
し.400点 ほ どの 露 頭 や モ レー ン で 露 頭 観 察,試 料 採 取
を行 っ た.
セ ー ル ロ ンダ ー ネ 山 地 西 部 は.さ まざ ま な変 成 岩 と深
成 岩 か ら な る.変 成 岩 頚 の 一 般 走 向 は東 西 で あ るが,
Brattnlpane東 部 で は 北 東 ～ 南 西 の 走 向 が 卓 越 す る.傾
斜 は単 調 で,南 へ30～60度 く ら い の こ と が多 い.層 厚 は
単 純 に計 算 す る と、esthaugenか らNils　 Larsenま で40km
以 上 に な る が,　Autenboer　 &　 しoy(1972)が 当 山 地 東 部
で 大 規 模 なrecumbent　 foldを 報 告 して い る こ と や,露 頭
に お い て も,小 規 模 でtightな しゅ う曲 が 観 察 さ れ る こ
とか ら み て,実 際 の 層 厚 は ず っ と薄 い も の と思 わ れ る.
北 部 地 域 の 変 成 岩 類(Te|te七Vengen　 Group.　 TVG)は
主 に 黒 雲 母 片 麻 岩,角 閃 石 片 麻 岩,お よび そ れ ら の さ ま
さ まな 割 合 の 互 層 よ りな り.角 閃 岩.大 理 石,ス カ ル ン
を 挟 む.ス カ ル ン と一 括 し た もの に は.石 灰 珪 質 片 麻 岩.
輝 石 角 閃 石,角 閃 石 一 ざ く ろ石 一 バ イ ロ キ シ ナ イ トな ど
が あ る.こ れ らの 変 成 岩 は ミグ マ タ イ ト化 作 用 を受 て い
る がBratt,nipane　 中 部,　V|kinghogdaな ど で は,そ れ が
特 に 著 し い,
Au　t,enboer　 らζこよ りNlls　 Larsenfjellet　 Group　 (NLG)
と 呼 ば れ た 片 麻 岩 類 は 南 部 に 分 布 し,主 に 角 閃 石 片 麻 岩,
amphibolite　 lensを 含 み 片 麻 状 構 造 の や や 発 達 し た トー
ナ ル 岩 よ りな る が,著 し いsaussll　r　i　te化 作 用,　epidote・
chl　o　ri　t　e　　化 作 用 を 被 っ て お り,ま た非 対 称Pressure
shadowの 形 成 を 伴 うmylonlte化 作 用 な ど が特 徴 で あ る.
m510nite　 (cataclasit.e)に は レ キ岩 瀬 の も の で は な い か
と思 わ れ る もの も あ る,　epidot,e　 化 作 用 は,大 き な花 コ
ウ岩 体 の まわ りにepidote脈 が 発 達 す る こ とな ど か らみ
て,変 成 作 用 の 後 の 花 コ ウ岩 の 貫 入 に 伴 う 熱 水 作 用 の 影
響 と 考 え られ る.ま た 野 外 や鏡 下 で の 観 察 よ り,　epldo－
七e-chlorite　 {ヒ作 用 はrnyloni七e化 作 用 の 後 に,主 と して
mylonite化 作 用 の 激 し い20neを 利 用 して 行 な わ れ た こ と
が わ か る,
TVGとN,　 LGは 岩 相 に 大 き な差 が あ り,断 層 で接 して い
る所 も 見 られ る.し か しepido七e-chTorite化.　 rnylonite
化 作 用 がTVGに も 及 ん で い る こ と や.　 TVGと 　NLGの 境 界
部 付 近 で は,　 TVGと 　NLGが 交 互 に 現 わ れ る こ と,　 NLGの
中 に もTVGに 似 た岩 相 が 挟 まれ る こ とな どか らみ て.全
く異 な っ た 地 質 体 が 合 体 した もの と は 考 え に く く.今 の
と こ ろ.も とも と は 同 じ場 で 形 成 さ れ た もの で あ る と 考
え て い る.
火 成 岩 類 に は.南 部 に 偏 在 す る トー ナ ル 岩 の ほ か に.
Lunckeryggenに 閃 長 岩,　、esthaugenに 閃緑 岩.　Brat七 －
nipaneな ど にdolerite岩 脈 が 見 られ る.ま た 花 コ ウ岩 は
調 査 地 域 全 体 に わ た っ て分 布 す る が.特 に 大 きな 岩体 は
Lunckeryggen.　 Wideroefjelle七 北 部 の もの で あ る.こ れ
ら の 深 成 岩 体 の貫 入 順 序 は.しunckeryggenの 閃 長 岩 が 花
*
コ ウ 岩 よ り古 い こ と とdolerite岩 脈 が 他 の 大 部 分 の
grani　t.eよ り新 しい こ とを 除 くと.野 外 で 直 接 の 関 係 が
見 ら れ な いの で不 明 で あ るが.ト ー ナ ル 岩 は,ま わ りの
変 成 岩 類 とほ ぼ 平 行 な 片 麻 状 構 造 を 示 す こ とか ら最 も 古
い もの と推 定 され る,
これ ら の 岩 石 の 鏡 下 で の 特 徴,鉱 物 組 合 わ せ な ど に つ
い て は現 在 検 討 中 で あ る.
*こ のdoleri　 t,e岩脈 は 従 来.ジ ュラ 紀 の 貴 人 と考 え られ
て き た が,明 ら か に,再 結 晶 作 用 を 受 け て い る.全 岩 の
K-Ar年 代 を測 定 した と こ ろ,536±27Maを 得 た.
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リュッォ・ホルム岩体東部(プ リンス ・オラフ海岸)に おける累進変成作用
白石和行(極 地研)・ 広井美邦(千 葉大)
ここ数年の昭和基地周辺の後期原生代変成岩類の岩石
学的研究によって.多 くの事実が明らかになってきた,
なかでも.リ ュツォ ・ホルム岩体と名づけられた,東 は
新南岩から.西 はボツンネーセに至る露岩地域では.東
から西へ次第に変成度が上昇し,角 閃岩相上部からグラ
ニュライト相下部程度の中圧型の変成作用を受けたこと
がわかった.し かも.各 地の岩石中にも,温 度上昇の履
歴が読みとられることがわかった,
このように.延 長250kmに もわたって累進変成作用が
追跡できろ地域は.世 界でも稀であり,中 庄型変成作用
のひとつの スタンダードともなり得るものである.そ こ
で.よ り詳 しくこの累進変成作用を検討するために,さ
まざまな固溶体鉱物の組成変化を追跡した結果.い ずれ
も連続的 ・漸移的な変化を示すことが明 らかになった.
表1:ザ ク[コ石一黒雲母温度計による温度の見積 り
さ まざ ま な,ザ ク ロ 石 一 黒雲 母 地 質 温 度 計 や ざ く ろ石
一 斜 長 石 地 質圧 力 計 に よ っ て 得 られ る各 地 域 の温 度 ・圧
力 条 件 も,特 殊 な 組 成 の も の を 除 く と.ほ ぼ 漸 移 的 に 東
か ら西 へ の 上 昇 を 示 す(下 表).
これ ら の 事 実 は,プ リ ン ス ・オ ラ フ海 岸 か ら宗 谷 海 岸
に か け て設 定 さ れ た.3つ の 変 成 分 帯　(　Amphibolite-
　facies　 zone.　 Transitional　 20ne.　 Granulite-facles
20ne)が 確 か に 成 りた ち.そ の 間 に構 造 的 ギ ャ ッ プ を
考 え る必 要 が な い こ と を 示 し て い る.
しか し.Transitiona1　 20neと 　Granulite-facies　 20ne
との 問 の デ ー タは ま た 不 足 で あ り,今 後 の 再 調 査 が望 ま
れ る.
4nal　 No.　(東 か ら西 へ)
　　　　　　　　　　 1～　7:Arnphibolite-facies　 zone
　　　　　　　　　　8～12:Transitional　 20ne
　　　　　　　　　　 13.14　 :　Granulit.e-facies　 20ne
Ana1.　 No. 1 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
In　 KDt 1.3611.1401.1731.3611.3571.3291.0400.9541.1331.0080.9630.9161・289
T1(。C) 664742729664665674781818744795814833688
P"(kb) 6 6 66.5 66.5 7 7 7 7 7 9
T22)(・C)
T33)(・ 。)
729844825731731746910969853932963969777
712765799609620569690763723721751-519
　　　　　　　　(M9/Fe)biotite
'KD=(。
9/F。,9。rnet1)Th°mps°n(1976)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2)　 Ferry　 and　 Spear(1978}
"　 P「essu「et　 P°st"1aヒed3)1
。d。resandM・rtig・ 。1・(1985)
表2　 :Newton　 and　 Hase1七 〇n(198Dの ザ ク ロ 石 一 斜 長 石 圧 力 計 に よ る 圧 力 の 見 積 り
Ana1.　 No.　 3 4 6 7 8 9 12 13 14
　XAn
αAn
　 XGr
　 aGr
△V(cm3)
T(°c)t
P(kb)
0.415
0.609
0.054
0.070
56.6
680
5.9
0.493
0.674
0.104
0.132
53.1
690
8.9
0.159
0.195
0.022
0.028
58.9
700
6.8
0.193
0.252
0.028
0.033
57.4
700
6.7
0.211
0.273
0.028
0.037
58.4
730
7.1
0.195
0.246
0.023
0.031
58.8
740
6.7
0.186
0.228
0.026
0.031
58.6
740
7.3
0.295
0.380
0.030
0.038
58.3
800
6.6
0.226
0.271
0.028
0.036
58.4
810
8.1
★Temperaヒures　 estirnated　 .
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Fig.1.　 Chemographic
ド　あ　セでむ　ヨ て　 　わ　
syst・m　 A1203-KAIO2-
(Fe・Mg)0-Sio2・ 　Miss-
ing　 Phases　 are　 des-
cribed　 in　 blankets.
Arrow　 indicatds　 th6
proceeding　 of　 the
prograde　 metamor-
phism.
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Fig.2.　 Chemographic
relations　 in　 the
system　 TiO2-A1203-
(F・ ・Mg)0-K20-Sio2・
Missing　 phases　 are
described　 in　 blankets.
Arrow　 indicates　 the
proceeding　 of　 the
prograde　 metamorphjsm.
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大 井美邦(千 葉メ〈 ・理)角 石粒行(極 扁)
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昭 和 基 地 周 辺 のUltramaf　 c
granulite　 に つ い て
鈴 木 盛 久(広 島 大 ・理)
昭 和 基 地 周 辺 のGranulite相 変　 Pargasite系 列 の もの が 多 い が,
成 岩 頚 を 特 徴 づ け る も の の一 つ に,い わ ゆ る　 Type　 Aの 方 がMg(第1図)な らび に
Metabasiteと 呼 称 さ れ る 一 群 の岩　 Siに 富 み,一 部 にTremoliteも 出
石 が あ る 。 これ らは,一 般 に暗 色 で 周 辺 変 成 現 す る。
岩 類 中 に 調 和 的 あ る い は非 調 和 的 に 産 し,岩 ざ くろ石 は,Type　 Bに のみ 出現 し
石 学 的 性 質 も多 様 で あ る。 今 回 は,そ れ ら の　 X　Pyr。p.が0.40を超 え る もの も あ る。
う ち特 にColor　 indexが70以 上 これ らmafic鉱 物 の 共 生 関 係 を み る と
の も の　(UItramafic　 granu－ 策1図 に 示 す様 に ほぼcompatible
lite)に 限 定 して 岩 石 学 的 ・鉱 物 学 的 特 な 関 係 に あ る と思 わ れ る。
徴 を 記 載 し,原 岩 お よ び 変 成 条 件 に つ い て 考 斜 長 石 はType　 Bに の み 出 現 し,し ば
察 を加 え て み た い。 しば 逆 累 帯 構 造 を 呈 し,結 晶 周 縁 部 のXAnは
昭 和 基 地 周 辺 に み られ るUltrama-　 0.90を 超 え る場 合 も あ る 。
fic　 granuliteは,主 に 主 要 横 雨 タ イ プ の 原 著 の化 学 的 特 徴 は全 く異 な り
成 鉱 物 の 差 異 に よ りType　 Aお よ びTy-　 Type　 AはType　Bに 比 しSiOz,
pe　 Bの2種 類 に 分 類 され る。Type　 MgOに 富 み,　 Al2　 03,　 total
Aは 斜 長 石 を 伴 わ ず,Type　 Bは 斜 長 石　 alkaliに 乏 し い可 能 性 が あ る。
(多 くの 場 合 ざ くろ 石 も)を 伴 う点 が 最 大 の な お,斜 方 輝 石 一箪 斜 輝 石 地 質 温 度 計 を 用
差 異 で あ る 。 ま た,Type　 Aに は 斜 方 輝 い て 変 成 温 度 を 見 積 も る と,Type　 Aお
石 ・単 斜 輝 石 が 多 く,時 と して か ん らん 石 も よ ぴBの い ず れ に お いて も800℃ 前 後 の 値
共 存 す る こ とが あ る。 一 般 に,角 閃 石 は少 な が 得 られ,両 タ イ プ間 に お い て 変 成 条 件 の 美
く,ざ く ろ石 は 出現 しな い 。 一 方,Type　 異 は認 め られ な い 。
Bに は角 閃 石 が 多 く,輝 石 類 はType　 A　 　 以 上 の事 柄 を 総 合 す る と,両 タ イ プ は起 源
に比 べ,圧 倒 的 に少 な い 。 を 異 に す る もの と考 え られ,そ れ らが 定 置 ・
野 外 で の 分 布 状 況 を み る と,上 述 の タ イ プ 変 成 過 程 を 経 て,現 在 同 時 に 出 現 す る こ との
分 け と,そ れ ぞれ の 分 布 地 域,周 辺 変 成 岩 類 地 質 学 的 意 義 に つ いて 若 干 の 考 察 を 試 み た 。
の 種 類 との 間 に は顕 著 な 関 連 性 は認 め られ な
い。 しか しな が ら,産 状 に 注 目 す る と,雨 タ
イ プ間 に差 異 が み られ,Type　 Aは 周 辺 第1図:主 要mafic鉱 物 の共 生 関係
変 成 岩 類 中 にbal1状 　(inclusi-
on的)に 産 す る こ と が 多 い の に対 して,　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ca
Type　 Bはsheet状 あ る い はdy-↑
ke状 に産 す る こ と が 多 い 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　Cpx
次 に主 要 構 成 鉱 物 の化 学 的 特 徴 を述 べ る。*Hb
る継 黒 漂 一驕 膿 イ鐵:91・
を示す。1",'
輝石類 はType　 Aの 方が一般 にMgに 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 __　Typ。　A
富む(第1図)が,Al203含 量 はTy-　 -Typ°8
pe　 Bの 方が多 い。　 M9　 Fe
角閃石 は,両 タイプ ともEdenite－
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、1べ'レ ジ カ ブ1レ ー フ㌧ め で川 ・パ(k・ δ;m・
etacソ/タ8!'!9t3).変多～ぐ劣類tくxさ,　 Wv歯 ラ毛}
鮒 鮨 ・鞭 砥 箔 斜 猟 姉 ン 押 鯛
宅 ・角 閃 石 一黒 雲 母 片麻 箔 ・眼 球 片麻 劣 ・卑
斜 輝 石 肖麻 名 ・ざ く ラ 石 一黒 雲母}う 麻 名,蓉
衣 落脈 類1くtt変 あ(塩 基椎 名 ・蘭 長 完 ・花 菌 関
縁 烏 一関緑 劣 ・じ'ン フ花 菌箔 の劣㌢ が 詰 め タ
蝸.ベ レ ジ カ ゲ ル'7°NII,　 lj　k・けお 花 摘
殆 償 片麻 岩 が静 静 な 下獅 層 ヒ,角 閃 石 一黒 雲
母 片房ト劣 が 卑 越(3B上 転 層 ヒK¢ 分 ざ　Wt,　 い
くっ か の 片1詠%類 弁 ξび'%脈Kクvて382-
472Mべ の/く一、A卜全 夫レ友Fイへこがイ暑5ψ 丈て い3.
二 の党 威 ・麦 あ輪 類Fつ ・1 ,29ノ 。・秩 の
酬 て検 鏡 し 鋤 聰 令 ゼ 鑓 転 た 上言己り
教 養)・ 皮 内材 三.し 極 地研)
(紐 比 研)・ 壷 田 尺雄(イ 左賀 大 ・差文育)
文成 鳥類tt賠 償 上,晦 碁1桂 亮 ・毛 反 復 柴 ・泥
質 一方ケ質 亮 ・花 菌 若 質 完 の 午綾 ド 人別 で冬,
告輝 ト属 可8完 フ6の鉱 駒 組!ト せヒtて 表[の 差
のが認 め5A3.表1の 組 合 せ ド 、寸,〆 椴1"',
>Kの;>t7鉱 物 が 売口OP3:堪 参彬 掲s・¥ゲ 花
齢 質 競 纏 期鉱 鞠 ・矯 飾 ・ ス フ・ 一 ン
・ジ'レ コ ン け 褐 翻) ,石 灰 質 劣 冴 透 明
鉱 殉 ・燐 灰 石 ・ス7エ ー ン,泥 噴 一1ケ 管 毛;
不透 明鉱 物 ・燐 灰 石 ・ ジ ル コ7.こ れ ζの鉱
)k)paAu　・tt　hN　S　,べ'レ ジカ ム 脈 の{E;SIE類1さ 合
併 ヒ{1角 閃 名相K属 す3ヒ 汁1よ ・バ',吹
の よ)行 場 敬 老eっ て ・・3.石 灰 領 名 やKぜ
く3え}† 石英 り潅L合 ゼ ゐく∂ナ;ψ へ3,蕉1"tlフ'ソ
ン入穿 う フ藩 寿光 域 η 角閃 岩 相 麦 戎 畜類(
Seczak"　a・・.K　M・riwak,',!9ク タ;s。2ak、',!9衿 ♪
ヒ共通 す3が,塩 基'1桂霧 中1く ざ'く)石'11欠 く
,豊、で モの多ゼ域 の 乙 の ぐYana,'
Basic　 rocks
　　 B1・　Cp+Hb+Bi+Kf+P1+Qu
　　 B2.　 Hb+Bi+Kf+Pl+Qu
　　 B3.　 Cp+Bi+Kf+Pl+Qu
　　 B4.　 Hb+Bi+P1÷Qu
　　 B5.　 Cp+Hb+Bi+Kf+Pl
　　　B6.　 Cp+Bi+Kf+Pl
　　 B7.　 Hb+Bi+Kf+Pl
　　 B8.　 Cp+Hb+B1+Pl
　　 B9.　 Hb+Bi+Pl
　　BlO.　 Curn+Bi
Calcareous
Cl.
C2.
C3.
C4.
C5.
C6.
C7.
C8.
C9.
　　　rocks
Ga+Cp+Sc+Kf+P1+Qu
Ga+Ac+Sc+Cc+Pl+Qu
Ga+Cp+Sc+Cc　 (+Qu)
Cp+Ac+Ep+Kf+Pl+Qu
Cp+Tr+Cc+Pl+Qu
Cp+Ep+P1+Qu
Cp+Hb+Ph+Sc+Qu
Ac+Sc+Kf+Pl+Qu
Sc+Cc÷Qu
ClO.
C11.
C12.
C13.
C14.
C15.
C16.
C17.
C18.
C19.
C20.
C21.
C22.
Fo+Hu+Sp+Ph+Cc+Do±Ta(?,
Fo+Cc+Do
Tr+Ph+Sc+Cc+Kf+Pl
Tr+Cp+Ph+Sc+Cc
Tr+Cp+Sc+Cc+Pl
Ga+Cp+Hb+Ep+Pl
Cp+Ph+Sc+Kf+Pl
Cp+Ph+Sc+Pl
Cp+Sc+Kf+Pl
Cp+Ph+Sc
Cp+Hb+Sc
Cp+Ep+Pl
Sc+Kf+P1
Pelitic　 to　 psammitic　 rocks
　　 Pl.　 Ga+Bi+Kf+Pl+Qu
　　 P2.　 Bi+Kf+P1+Qu
Granitic　 rocks
Gl.　 Bi+!くf+P1+Qu
　　 G2.　 Bi+P1+Qu
似 《(ユニ5A}k久wA　 .　 書9??;A!aka;
e子de.,〃 ♪ρ;〃 ∫r@'ef".,
〃 ♂3)レ は 裏 方 リ,て ・{うAク
#と ム 骨欣 の ε の(As4,.,,㌦ ㎡
∫ん1卜久,'」ん,',!〃3/t:類 似 す
3.
表1、 ベ ル ブ カ ムRfk・Sxets(完ま貝
の鉱 物 組 合せ
Abbreviaセion:　 Ac-actinolite,　 Bi-biotite,　 Cclcalcite,,　Cp-dlino-
pyroxene,　 Cum-cummingtonite,　 Do-dolornite,　Ep-ePidote,　 Fo-
forsterite,　 Ga-garnett　 Hb-hornblende,　 'Hu-hunlite,　Kf-K-feldspar,
Ph-phlogopite,　 P1-Plaqloclase,　 Qu・-quartz,　 Sc-scapolite,
Sp-spine1,　 Ta-talc,　 Tr-trernolite.
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東 南 極Ska・vsn・ ・ 地 域1鳴 す る 蝕 加 サ:l　lノウ4--/計 謀 鰍 ・t;つWl
煙 毒乙地 域'か;才 皐集 され7三,4》6のk脚5M
Pt'一 リ ン グ コ ア 試 料#BトB・9,CトC7
:鵬 鷲 驚 轡 ∴観 し」」露;;;::9;;;;;;
E画 錫 ・・ヒ 紅 蝋 た)試 料Cしc4 ,
C7とSm.t　 M"　!室文 法1こ ∫ ソ 年 佐 」θ,)・E;き
紺 計 た.　 Cl　 け(辛evWi　 (〒ra,Mrt。:d　、
C2はPソr。xene　 qr〃mu八 必'ft,C3け
Gatr"ye　 Caran;t。;ρ(　 Gu沁s2"あ3.
二太;の 観(オ斗 ほ い す・れt零 しi-Flし の £・18
肉 で 柱 集t小 丘 毛 のτ あ3.
試 津半 音ぢ末 は 高 丘 西条参向寄疹 鴛 乞'有 向等・
2q!?fa,有 刺yし 、一一2sP　t/　Ce,　 NCI,　fS;,,㍉Eレ
の建屋 ,残 ソ は 「司fを僻 久 の漫'定1二 儒 け∫放
1≡し。 「≡三1で立イラ牟tヒの ヌヨ,|定 ∫二C3地115!き マ司査 アケの
Miev。mひ ～∫Y4E,寿 土堤覆え 葬り 史 そ にt611
M;CVomass　 30・-S字 き国 、)t".;9ソ 定 イ直 は
'46Nd/'㌦40.72〆 ラ τ・f{3t6Kuur:.
b5'・(1・s・d・ の;9V定 値{‡O,SttgS"±z(20.)。.513
で あ3.1811定 結 果 を下 に 示 す.
Sm〔PPのNd(PPい)f停 りs,"
階 画
(Lll.o〔|34.680、'{チ'3
C41斗.2369.ZO,1320
COS・242S・BO・IZ29
sNd
r(2¢ ・ )t"㌦
Nd
O、S`IZ`ILO　 ±　 6
O.S`1Z3千 三3
0、91229±9
'募1[≡1{:こア イ ト7τ:乙 Σフ.〔1一γPE年 しt三,
YOick(1・166)畦 博 古dこ よ リ2.gs±1.。7@・.51・
イ餌,雛 僧C'Nd/tkd)・o,s'"stl　 "t-　ci　(2ケ)
走そ薯t:.し かし、こo、う則定 は}h寸 ・オ3、ξτ'あ ソ、
イ妥 怨'卜生 じイ等 ラ、会員表 の1産Lク 書手(enOj笥 畦
が あ{。w:μ 「酬15。ハ(t968)vA会 ナ算{・
で{1;9.9S±6.0(2σ)イ餌 て'あ3・ モデ 。.5、。
1し/手k'{ま{象2図1二 示・した.。 コ ン ド う イ ト建策
砲 釦 ・射 し2t3C上c4,cワ6'"花 競'イ 樋 ℃ 相 し醜 聞 の値Eヒ3.こ 吻 合
れ6・ ユ,6・B,7'2イ 危 午 ノ イ蕉想';tン い し 値 ヒk－ オジ4僅 鬼 芝at　 'fMlnか ∫ 差1し 、
聞 け は 礼 紙 甑13、 ・,'2.8,'2・2:at7イ γク躬 願 は 畝 差 ・詐 術 がttcい
イ$s昇 と有 る 。 つ7イ ソ フa>i44rか ζ ぞ零ζ 宅のの、 査 気・耳穴'Z;'t;ts(、 カみ の 生 残、
れ ↑三上言このネ1η生 値 は コンド'うイL犠1池 ∫ボとt4撚'a示 してhる と 恩 め承 る 。
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Outline of Geology andMineral Resources of Sri Lanka.
Geology  
     About 90% of the surface area of Sri 
Lanka is covered by metamorphosed Precamb-
rian rocks. The rest of the area (about 
10%) consists of Jurassic, Miocene, pleis-
tocene and present sedimentary formations. 
Fig.1 shows the localities of geological 
formations of Sri Lanka. The Precambrian 
rocks of Sri Lanka has been subdivided -
into three major groups by Dr.Cooray(1967) 
as follows; 
     1. Highland Series: This covers the 
almost entire hill country and consists of 
charnockites, garnet-sillimanite-gneisses, 
quartzites, crystalline limestones, gra-
phite-bearing schists etc.. 
      2. South-Western Group: This group 
consists of quartzites, quartz-feldspar-
granulites, charnockites, migmatitic  and/ 
or granitic gneisses, pegmatites etc.. 
     3. Vijayan Series: This series is 
mostly occupied by granites and gneisses. 
     The Precambrian rocks in Sri Lanka 
are belived to be formed in two separate 
stages. Some believes that Highland series 
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Fig. 1. Geological formations in Sri Lanka.
  Sarath Jayatileke and Hiroharu Matsueda 
 (Mining College, Akita Univ.) 
is older than Vijayan series, and vice-
ve sa. Exact ages of these formations are 
uncertain. 
     Comparatively very small Jurassic se-
diments were deposited in the Northwestern 
part of the island. These consist mainly 
of feldspathic or  arkoSic sandstone, silt-
stone, mudstone and calcareous shales. 
     The Miocene age limestone formations 
occur mainly in Nothern part of Sri Lanka 
and small deposits of Miocene beds, conta-
ining limestone grit and sandstone also 
occur in South coast. 
     Pleistocene formation overlies the 
part of Miocene and Precambrian rocks of 
the island. It consists mainly of laterite 
and red earths. 
     The Recent residual and  aluvial depo-
sits contain kaolin, ball caly, brick clay 
 (aluvial clay), gem gravels, coral etc.. 
     The igneous rocks available in Sri 
Lanka are mainly pegmatite, dolerite and 
granites. Dolerite dykes might have intru-
ded during Cretaceous period. 
     The table 1 provide the main forma-
tions in Sri Lanka. The blank between Pre-
cambrian and Jurassic  formations-could be 
explain as either no sedimentation during 
this period or if there were, those have 
been completely erroded away. 
       Table 1. Geological formations of Sri Lanka.
Period Epoch Formations
Recent Alluvial deposits,
Coral and Coastal s.s..
Quaternary Pleistocene Laterite and Red earths.
 Pliocene
Miocene Limestone.
Tertiary
 Oligocene
Eocene
Palaeocene
Cretaceous Dolerite dykes?
Jurassic  Shales and Arkose  s.s..
Triassic
 Permian
 Carboniferous
Devonian
Silurian
Ordovician
Cambrian
Precambrian  Charnockite, Metasedimentary
rocks,  Gneisses and Migmatite.
Dolerite dykes?
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MINERAL RESOURCES  
     The economic mineral that are present 
being exploited are gemstones, graphite, 
mineral sand(beach sand), clay, limestone, 
dolomite, feldspar, apatite, and quartz. 
The first three minerals are mainly for 
export while rest being used locally. The 
other mineral resources available in Sri 
Lanka are mica, peat, thorianite, wollas-
tonite, calcite, serpentine, cordierite, 
limonite and magnetite. Considerable amou-
nt of mica was mined in early days. No oil 
or coal sofar found in Sri Lanka. Fig.2 
shows the locations of mineral deposits in 
Sri Lanka. 
     Gemstone: Gemstone like corundum(Sap-
phire, Ruby), spinel, topaz, tourmaline, 
garnet, zircon, quartz are available in 
considerable quantities in gem beds. The 
rare gem varities like cordierite, andalu-
site, apatite, kornerupine, sinhalite, ta-
affeite and ekanite are also sometimes fo-
und in gem beds. Moonstone and topaz are 
mined from the pegmatite. Other than these 
two, all the other gem gravels are secon-
dary in origin.
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Fig. 2. Mineral resources in Sri Lanka.
     Graphite: 97-99% pure crystalline gr-
aphite occur as vein type deposits in me-
tamorphic rocks. Mode of occurence of gra-
phite veins is not yet confirmed. Gangue 
minerals closely associated with graphite 
are quartz, pyrite and calcite. Some be-
lieved that these veins were formed by ac-
cumulation of disseminated graphite into 
fissures and faults during the  metamorphi-
sm, passing through boundaries. 
     Apatite: Alarge apatite deposit was 
discovered in carbonatite deposits of Nor-
thern Sri Lanka. The associated minerals 
in this complex are magnetite, spinels and 
rare earth minerals. The age and the mode 
of occurence of this complex are uncertain. 
The basement rocks of this area belong to 
charnockitic metasedimentary rock series. 
     Mineral sand: Mineral sand in Sri 
Lanka contains high percentage of ilmenite 
and considerable amount of zircon,  rutile, 
monazite, sillimanite and garnet. 
     Mica, Feldspar and Quartz: These mi-
nerals are mined from large pegmatite de-
posits. Some mica deposits are closely 
associated with crystaline limestone. Lar-
ge deposits of silica sands are also avai-
lable. 
     Iron Ore: Limonite and magnetite dep-
osits are scattered in Sri Lanka. Most im-
portant one among those is the magnetite 
deposit in Northeastern part of Sri Lanka. 
The magnetite deposit is associated with 
pyrite, copper minerals, scapolite, apa-
tite etc.. Northwestern, Western and Sou-
thwestern areas of Sri Lanka are mostly 
covered by laterite. 
     Others:  Wollastonite:occurs  as .small 
veins in the calc-gneisses and as massive 
coarse crystal aggregates in crystalline 
limestone. Considerable amounts of cordi-
erite occur in some gneisses. Magnesite 
and serpentine also occur in small quanti-
ties. A few metallic minerals, mostly sul-
phides(pyrite, chalcopyrite etc.), are oc-
cur in the crystalline rocks as accessory 
minerals.
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1二 は じ め に
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名古屋 大学 理学部 地震予 知観測地 域 セン ター 伊神 帰
京都大 学理学 部地 震予知 観測地 域セ ン ター 伊藤 潔
3.南 極 大 陸 の 地 殻 構 造
Cerveny　 and　 P6en6fk　 (1981)に よ る2次 元
レ イ ト レ ー シ ン グ の プ ロ グ ラ ム を 用 い て 、
JARE21に よ り 得 ら れ た 人 工 地 震 観 測 デ
ー タ を も と に
、 み ず ほ 高 原 の 地 殻 構 造 を 検 討
し た.実 験 の 概 要 等 に つ い て は す で にMe　 rn.
Nat1　 !nst.　 Polar　 Res.　 Ser.C,　 16　 (1984)1ご
発 表 し て あ る の で こ こ で は 省 略 す る.
2.SEIS81
6,,ven多 、,dP§en6tk(1981)1こよ る 方 法 は
SEIS81な る プ ロ グ ラ ム 名 で発 表 され て
い る.こ の プ ロ グ ラ ム で は2次 元 の 構 造 に お
い て 、 地 震 波 の 理 論 記 象 を計 算 す る こ とが 可
能 で あ る.震 源 と し て は 点 震 源 モ デ ル を 仮 定
した.ま た 地 震 波 は 伝 播 中 に 屈 折 、 反 射 が 生
じ るが 、 こ こ で は 反 射 波 と し て デ ー タ を 取 り
扱 い 、 コ ン ラ ー ド面 、モ ホ 面 で の 反 射 渡 の み
を 計 算 し た.屈 折 波 は反 射 波 の 特 殊 な 場 合 と
し て 扱 わ れ て い る.ま たS波 に つ い て は 考 慮
を して い な い.
現 在 ま で南 極 大 陸 に お い て地 殻 構 造 探 査 を
目 的 と し て行 な わ れ た 人 工 地 震 の 地 域 と そ の
結 果 を　Table　 1　 に 示 す.参 考 に 表 面 波 に よ
っ て 求 め られ た も の も含 め て あ る.
4.結 果
JARE21の 期 間 中に は 計19回 の 発 破
が 実 施 された.本 報 告 で はそ の う ちの 規 模 の
大 きな3発 の発 破 の結 果 を 用 いた.こ れ らは
Shot　 17,　Shot　 18,　Shot　 19　と名 付 け、み ず
ほ 基 地近 傍(ZIO2-1　 )　、　H231、　 Lutz。w　 Holm
湾 で 発破 が 行 な われ た.地 震 計 は み ず ほル ー
ト沿 いに27点 設 置 した.Fig.1に は　Shot
19に よ り観 測 され た 地震 記 録 を 示す.最 大 振
幅 を 揃 え て記 録 を 並べ た た め 、小 さな初 動 は
この 図 か ら読 み 取 るこ とは 困難 で あ る .時 間
軸 は(震 央 距離)/6Sを 引 いた 値 に な
っ て い る.P1か らP5は 得 られ た地 殻 構 造
か ら計 算 され る走 時 曲 線 を示 して い る.Pl,
P3.P5は そ れ ぞれ 上 部 地殻 、下 部 地殻、 上 部
Table　 l.　 C◎mparison　f crustal　 structure　in　 Antarctice　derived　 from
　 　 　 long-range　 pr・ofile.　 Depths　 of　 the　 Moho　 determined　by　 e　 surface-wave
　 　 　 analysis　 8re　 added.
Region
surface　 P-wave　 velocitソ
1ayer
in　 km　 upper
　 　 　 crust
Queen　 Maud　 しand
Lambert　 GIacier・
Mizuho　 Plateau
Surface　 waves
縛egt　 AntafctiC:ti
Antarctic　 Pen.　1-4
McMurdo　 Sound　 6
Surface　 waves
6』-6.2
5.7-6.6
6.0-6.8
in　 km/s
　 lower　 upper
　 crust　 mentle
6.6-6.8
7.0-7.2
6.8-7.9
5.7-6.77.1
6.5
　 depth
　 in　 km
Conr8d　 Moho
7.9-8.017-2038
7.7-7.920-2430-34
7.93142
35-40
8.124-2632-40
8.222
25-30
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Fig.1　 Record　 section　 of　 Shot　 19.　 P-O
meens　 e　 travel　 time,　 which　 is　 subtracted
an　 origin　 time　 (0、 　 from　 an　 8r「・ivel　 time
(P).　 Time　 Axis　 is　 reduced　 by　 a　 velocity
of　 6　 km/s.　 Each　 trace　 is　 norma}ized　by
the　 maximum　 amplitude.　Solid　 lines　 show
the　 calculated　travel　 tirne　 curves　 from
the　 final　 mode1,　 and　 PI　 etc.　 ettached　 to
the　 curves　 are　 explained　 in　 the　 text.
マ ン トル か らの屈 折波 に 相 当す るもの で あ り、
P2,P4は コン ラ ー ド面 、モ ホ 面 か らの反 射
渡 であ る.
理 論記 象 を 計算 す る こ とによ り、走 時デ ー
タのみな らず 、振 幅 の情 報 を も考 慮 して 地殻
構 造 の決 定 を 行な うこ とが で き る.走 時 のみ
か ら求 め られ る構 造 で は 、 コン ラ ー ド面 、モ
ホ面 で 大 きな 速度 差 を示 す 構造 が 得 られ るが
そ の ような 構 造か ら計 算 され る理 論 記象 に は
大 きな 振幅 をも った 反 射波 が あ らわ れ て し ま
う.実 際 の観 測 波 形(Fig.1)に は コン ラ ー ド
面 か らの顕 著 な 反 射渡 を認 め るこ とが で きな
い.不 連 続 面 にお け る速 度差 を 小 さ くし 、反
射波 の振 幅 を押 さえ るた め には 、深 さ方 向に
速 度 勾配 を 設 け る必 用が あ る.モ ホ面 か らの
反射 波 は顕 著 な相 と して認 め る ことが で き る.
Fig.2　 Synthetic　 seismograms　 for　 Shot　 19
calculated　 from　 the　 fin81　 rnodel.　 Shot
point　 }ocates　 at　 10　 km　 on　 the　 dlstance
axi$.
臼g.2は 振 幅 を 考慮 に 入れ 、 速度 勾 配 を もつ
構造 よ りSEIS81を 用い て計 算 した 記 象
で あ る.
調 査 した み ず ほ高 原 は非 常 に単 純な 構 造 で
説 明 す る こ とが で き、安 定 大陸 の 一部 で あ る
こ とがわ か る.コ ンラ ー ド面 、モ ホ面 の 深 さ
と して は、 そ れ ぞれ31km、42kmが 得 ら
れ た.こ の 結果 はK。gan(1972)に よ る、
Queen　 Meud　 Lsnd　 の 結果 に 比べ 下 部地 殻 が薄
く、 コンラ ー ド面 が 深 い と ころ に存在 す る
(Teble　 1)　.　この た め下 部 地殻 か らの屈 折渡
は 、後 続波 とし ての み 、震 源距 離270KM以
遠 で しか 観 測す る ことが で きな か った.測 線
長 が 約30KM短 い 、す な わ ち、 み ずほ 基地
が も し30KM現 在 よ り北IC位 置 し ていた な
ら、 コン ラ ー ド面 の 検 出は 非常 に 困難 な も の
にな った で あ ろ う.
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爆 破 地 震 動 お よ び 重 力 か ら求 め た
み ず ほ 高 原 の 地 殻 構 造
伊藤 潔(京 都大学 理学部)
伊神 燭(名 古屋大学 理学部)
1は じめに
昭和一みずほ基地間の地殻構造が爆破地震動の実験
によって求め られた.こ の測線に沿っては重力,航 空
磁気などの測定 も行われてお り,こ れ らのデーターを
合わせて解析す ることによ り,爆 破地震動観測の行わ
れていない地域の地殻構造を推定す ることができる.
その際 に,氷 床 の厚さは重力異常や走時に大 きな影響
を与えるので非常 に重要である.
今回は,爆 破地震動観測で得 られた構造を基に,主
に重力測定の結果を用いて地殻の密度断面を求めた.
その際,氷 厚についてはアイスレーダーの結果を用い
た,ま た,こ の得 られた構造を基に重力測定の結果を
用 いて,　Ltitzow-llolm　湾,お よびみずほ基地か らY200
までの構造を推定 した,さ らに,み ず ほ基地か らやま
と山脈までのCル ー トに沿う構造 も推定 した.Cル ー
トではアイス レーダ ーの結果があ るので,こ の結果 と
重力異常 との比較を行 った.
mgal
120
2.基 盤高度 と重力異常
海上での重力 のフリーエアー異常が海深と良い相関
があるように,高 さ一定の所まで氷床があると考えた
ときのフ リーエアー異常　(Reduced　 Gravity　 anomaly(
R.G.A.),　 Kaminuma　 and　Hizoue(1978))　 は一般 に基盤
高度 と良 い相関があると考えられる.
図1に はCル ー トにおける両者 の相関 を示た.例 と
してCル ー トを選んだのは,標 高の差が少 さく,デ ー
タ ーが密であるか らである.長 尾(1984)は このような
相関を昭和基地周辺の露岩地域ややまと山脈の露岩に
ついて求めている.そ の結果 と比較すると図1の ば ら
つ きは非常に大 きい.す なわ ち,露 岩地域では同 じ基
盤高度に対す るR.G.A.の ばらっきは昭和基地付近で20
mgaL　 やまと山脈で30mgalで あるが,図1に 示すCル
ー トでは60"Omga1に も達する.こ のことは,'氷 床下
の谷底に低密度の堆積物が厚 く存在することを示唆す
るが,氷 厚測定 の精度 にも疑問を抱かざるを得ない.
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図1.Cル ー トに お け る 基 盤 高 度 とReduced　 Gravity
Anomalyの 関 係.重 力 値 はYoshida　 and　 Yoshimura
(1972),標 高 はshimizu(1977)　 で 補 正,基 盤 高 度 は
Naruse　 and　 Yokoyama　 (1975)に よ っ て,Mae(1977)
が 求 め た も の.
図2.昭 和 一 み ず ほ 基 地 間(S-H-Z)の 基 盤 高 度 とRedllced
Gravity　 Anomaly.　 重 力 は 且be(1975),基 盤 高 度 は
Wada　 et　a1.　 (1981),　 Nishio　 et　 al.(1984)　 に よ る.
上 図 はR.G.A.と そ の12次 の チ ェ ビ シ フ 近 似 曲 線,
中 図 はR.G.A.の 短 周 期 成 分,
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特 に.R.G.A.が 狭い谷を示 している所 で基盤高度 との
相関が悪い ことは問題がある.
昭和,み ずほ両基地間,S-H-Zル ー トでは連続記録
器を備えたアイス レーダーでの測定が実施 されてい る
が.そ れで もエコーが観測されていない地域がある.
図2に は,こ のルー トに沿 う基盤高度とR.G.A.を 示 し
た.長 尾(1984)は 基盤高度 とR.G.A.の 間に弱い負の相
関があることを見い出した.R.G.A.と 基盤 高度は全体
として負の相関 あるように見えるが,長 周期成分を取
り除いた短周期成分 のみを見 ると,基 盤高度 と正 の相
関があ るようである.こ のことは長周期成分はよ り深
いところに起因す る変化であることを示 している.
3.地 殻構造
爆破地震動による地殻構造か ら重力 による密度構造
を決定す るためには,岩 石 の弾性波速度 と密度の関係
が必要である.こ のために昭和基地で行われた岩盤 ポ
ーリングの試料に対して測定 されたP波 速度 と密度の
関係を参考にして,爆 破観測による速度構造を密度構
造に変換 した.各 層内での密度は一定 としてその屑の
厚 さを変えてブーゲ異常の計算値が観測値に合 うよう
な構造を試行錯誤で求めた.図3に 求めた構造をブー
ゲ異常値 と共に示す.氷 床下の低密度の肩 はプーゲ異
常の短周期変化を説明するために必要である.こ の層
のP波 速度は4km/s以 下 と考 えられ,氷 床下の存在を
図3.地 殻構 造
昭 和 一みず ほ基 地間 は爆 破地 震動
観測 に よ る構 造 を基 に して.プ ー
ゲ異 常 が合 う よ うに求 めた構 造断
面.昭 和基 地 よ り海側 お よびみ ず
ほ基地 よ り,内 陸 側 は重力 の みか
ら構 造 を延 長 して求 め た.
構造 図 の中 の数 字 は密度(g/cm3
),ブ ーゲ 異常 の+印 は基 盤高 度を
0と 仮定 して求 め た もの.距 離 は
昭 和基 地 か らの題意 を示 す.
昭和 一み ず ほ基地 間 の重力 は図2
と同 じ,海 域 はKaminuma　 and
Nagao(1984),Yル ー トはYoshida
and　Yoshimura(1972),悔 涙 のデ ー
タ ーは門oriwaki　and　Yoshida
(1983)に よ る.
400km
爆破地震観測の屈折法で見い出すのは不可能である.
この構造を基 にして,重 力 のみを用 いて稼働 と内陸
両方向の構造を推定 した.梅 圃には,昭 和基地か らLu
tzow-Holm湾 を横切 るように,内 陸にはみずほ基地か
ら南東方向Y200ま で,全 体としては,図3に 示すよう
に,海 域か ら内陸にかけて600km余 の断面になる.Y
ル ー ト沿いではブ ーゲ異常の短周期変化は小さ く,重
力が内陸に向かって減少することがわか る.こ の結果
は,モ ホ而が内陸方向に約7km深 くな っている,ことを
示 している.　Ltitzow-・Holm湾 中央部の重力 のへこみ は
低密度の厚 い堆積物によると考え られる.海 域での堆
積層 の調査が進めば,白 瀬氷河口下の構造がより良 く
わか るであろう.
4.お わ りに
みず ほルー ト(S-・"-Z)に おいて,地 殻構造がかな り
詳 しく調査 されたが,地 質などと関連 させて,解 釈 さ
れるためには,構 造を面的に求めてい く必要があ る.
そのためには,重 力,氷 厚,航 空磁気などの測定をで
きるだけ広い範囲で実施 し,そ の結果 に基いて,重 要
かつ可能な ところで地震探査を実施す るのがよい.今
回は,み ず ほルー トの構造を基に他の地域の構造 を推
定 したが,氷 厚の測定結果がや ・不足 しているようで
ある.今 後,広 範囲に重力,氷 厚および磁気などの測
定がなされることが望まれる.
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白嶺 丸 に よ る 東 南 極 ア メ リ ー棚 氷 沖 海 域 の 地 質 構 造 調 査 に つ い て
石油公団 ・石油開発技術センター 佐藤俊二 ・佐木和夫 ・水越育郎 ・穂橋秀一 ・須内寿男
工業技術院 ・地質調査所 棚橋 学 他乗船者一同
1.調 査概要
昭和59年12月19日 から昭和60年2月7日 の間、地質調査船
「白嶺丸」により、　Amery棚 氷沖の65'E～90'Eと60'S
～南極大陸で囲まれる海域の海底地質調査を実施した。これ
は、石油公団が通商産業省より委託を受けて実施している南
極周辺海域の基礎地質調査である。
調査内容及び実績は、6重 合のマルチチャンネル反射法地
震探査(7測 線、約2350㎞)、 ソノブイによる屈折法地震探
査(10点)、 重力測定(調 査期間中連続)、 地磁気探査(約
17000km)、 地殻熱流量測定(8点)、 採泥(ピ ストンコア
ラ7点 、グラビティコアラ5点 、スミスマッキンタイヤグラ
ブ1点)、 及びドレッジ(2点)で ある。
調査の測線及び測点はFig.1に 示した。
2.海 底 地 形概 要
本 調査 海域 の海底 地 形概 念図 をFig.2　 に示 した。
本海 域 に は南極 大陸 か らLambert氷 河 が流 出 してお り、 こ
の流 出 口は、　Amery棚 氷か らPrydz湾 の大陸 棚 に続 いて い る。
この地 域 は ゴ ン ドワ ナ大陸 分裂 時期 に で きた リフ トの名残 で
あ ると考 え られて い る。
Prydz湾 大陸 棚外 縁 の水 深 は約500mで あ るが、 南極 大陸 周
辺 の大 陸棚 で普 通 に見 られ る よ うに、陸 に 向か って深 くな る
傾 向が あ る。 またPrydz湾 の東 西両 側 に は、 水深200m以 浅 の
bankが 存在 してい る。
大陸 斜面 の傾 斜 は東 側のWest棚 氷 沖が 急 で、
西 側 で は緩 や かに な ってい る。-6°
コ ンチ ネ ンタル ラ イズに は、 乱泥 流や底 層
一61
流などの影響を受けた地形が広く見られる。
調査海域の北東には、北西一南東方向に延 一62
びるKerguelen　海台の南西端があり、地形の
一63
高まりが存在する。北西方は、徐々に水深が
深くなり深海平原に漸移している。
3.調 査結果概要
各データについて、現在解析作業中である
ことから、現時点における中間結果として述
べる。
①大陸棚部分
耐氷構造を持たない白嶺丸の限界から、Am-
-ery柳 水沖合の大陸棚は、限られた部分の
調査を行ったにすぎない。
反射法地震探査記録には、南極周辺の他の
大陸棚と同様に極めて強い多重反射が卓越し
ており、深部構造の読み取りはかなり困難である。
9SMGの 記録の一部をFig.3に 示す。この記録を見ると海
底下には稼働にプログレードした構造が見られ、かつプログ
レードによって海側に傾斜した地層が海底面で削はくを受け
ているさらに、その下位には不整合面を介して強く摺曲を受
けた地層のユニットが見られる。これらの層は、Stagg(1985)
が、白亜期～中新世の浅海堆積層と推定したものに相当する。
重力フリーエア異常は、大陸棚外縁に沿った大きな正の異
常が見られる。
地殻熱流量の測定を1点 行ったが、水深が浅いことから、
この値を大陸棚の代表値と考えることは難しいが、91.7副/
㎡という高い値は、堆積層が氷山により削剥されていたこと
により見掛け上高地殻熱流量になっているのかも知れない。
地磁気異常は、周辺に比べて約100nT以 上高くなっている
②大陸斜面～コンチネンタルライズ～深海平原
本海域は、ゴンドワナ大陸分裂にともなう厚い堆積層の存
在が、推定されている。
反射法地震探査記録でみると、その南方延長部がAmery棚
氷中央部にあたる4SMG　 測線では、その北端の深海平原部
において海底下1.8秒(往 復走時)の 位置にみられる音響基
盤が大陸にむかって深度を増しており、その上に厚い堆積物
がのっている。この音響基盤は、ソノブイ観測によると4.7
krn/secの 速度を持ち海洋地殻のLayer　2にあたるものと推
FIG　 1　測 線 及 び 測 点 図.　 S-SEISMIC.M-MAGNE.G-GRAVITY'
　　　　　PC-PISTON　 CORE,　 G--GRAVITY　 CORE,D-DREDGE
　　　　　　　SM-SMITH
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定される。また、その東側にある7SMG　 測線では、北方の
Kerelen海 台にむかう音響基盤の高まりと南方の南極大陸に
むかう音響基盤の高まりが見られ、その間に厚い堆積物がた
まっている。堆積層の上部から表層にかけては、乱泥流、底
層流の影響を受けたと思われる複雑な堆積構造が見られる。
重力フリーエア異常は、コンチネンタルライズ部では概し
て南極大陸にいくにつれ正から負へ変化している。これは、
基盤が陸側にむかって深くなっていくことと矛盾しない。ま
た、北北西～南南東につらなる負の異常の帯が存在する。
地磁気異常は、数100nT以 下の小さいものが主で、地下構
造以外に原因を持つ短周期のものが卓越している。
地殻熱流量は、40～50mW/㎡ 程度と世界平均た比べ、やや
低い値である。
③Kerguelen　 海台付近
本調査の地震探査測線は、Kerguelen海 台の南西端付近を
カバーしているにすぎないが、その一部をFig.4　 に示した。
この付近では音響基盤は海底面近くまで上昇してきており、
その上位には内部反射の少ない層が特徴的に見られる。音響
基盤内には部分的に層理の見られる箇所があり、この音響基
盤が堆積岩よりなっていることを示している。　Houtz　et　a1
(1977)によると、上部白亜期以前の堆積層であることが推定
される。
フリーエア重力異常、磁気異常とも、地形の複雑さに対応
したような異常が見られる。
FIG.　2海 底 地 形 概 略 図.太 い 実 線 は 反 射 法 地 震 探 査 測 線 ・
参考文献
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南 大 洋 の 海 洋 底 掘 削
一 〇DPの1986-1987の 計 画 に つ い て 一
木下 輩(千 葉 大 ・理)神 沼克伊(極 地 研)
国 際 深 海 掘 削　(Ocean　 Drilling　 Project)
は す で に5航 海 目 に入 っ て お り、1986年 末 か
ら は南 大 洋 で の掘 削 が 予 定 さ れ て い る。OD
Pの 国 内 連 絡 委 員 会 は 関 係 者 を通 じ、　pr。po-
sal　 を 求 めて い る が、 南 大 洋 に関 す る反 応 は
十 分 と は い え な い 。
南大洋 での掘 削は南極プ レー トの構造 、底
層 流 の南 極大陸周辺 への循環 、海洋底で の氷
河堆積物 と南極氷床 の形成 史、南極 の気 候変
動な ど山積 す る基本 的問題 の解 明 となるので、
一人で も多 くの研究 者 の参加 が望 まれ る。
現在予定 され てい る航海 は次の通 りで あ る。
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図1ウ ェ ッデル 海、 亜南極 の掘 削提 案地点
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年 月
19871～2
19873～4
198711～12
19881・-2
地 域
ウェ ッデル海
亜南極
ケル ゲ レン1
惣 ぢ与漏1
各掘 削地 点 は現 在 それぞ れのprop。salに
基づ き、南 大洋パ ネル(SOP)、 イン ド洋
パネル(IOP)な どで検討 中で ある。 ウェ
ッデル海 やそ の北 側の スコチアプ レー ト周辺
の掘削 に重 点 を置いた亜南極 あ掘削地点 は 図
1に 示 した ような地 点 が候補 にあ がってい る。
亜南極 圏では、最 近新 しい掘 削地点 と して、
ア フ リカ、南 アメ リカ、南極 プ レー トの三重
会合点付 近 が提案 され た(図2)。
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ケルゲ レン島南域 で はア メ
で の掘削 が提 案 されて いる
tndian　 Ocean
リー初氷 の沖合
(図3)。
図3
60.90.120.E
ケルゲ レン海域
実際 の掘 削地点 にっいて は、地 震探査 をは
じめ とす るその付近 の地学的情 報 が、必要 で
ある。南大洋 に関 しては、全体 に この　site
survey　 の情 報 が少 ない。 アメ リカ、西 ドイ
ツ、 ノル ウェーな どではODPの 掘 削を意 識
した海洋観測 が南極 観測の一環 として実施 さ
れ てい る。 日本 の 白嶺丸 の調査結 果 は、 その
意味 で現在最 も注 目されてい るデー タの一 つ
で ある。
掘 削 地 点 の地 球 物 理 情 報 を得 る と い う観 点
か らは 、 掘 削 地 点 に は あ ま りこだ わ らな いで
も 必 要 な 観 測 が実 施 で き る 。 ウェ ッデ ル 海 の
掘 削 に つ い て 、　dovnhole　 measurementsを 提
案 し た が 、 そ の 概 略 は 以 下 の通 りで あ る 。
Proposed
Genera1
Geophysical
Site:
area:
Position:
conditions　 of　 the　 topmost　 part
　in　 the　 Weddell　 Sea,　 Antarctic
5　holes　 to　 be　 drilled
Subantarctic
Hole
WDl
WD2
WD3
WD4
棚D5
of lithospheric　plate
　
「eqlon
　　　　　　　　 through　 beyond　 layer　 2A　 in　 the　 abyssal　 plain　 of　 the　 Weddell
ocean　 between　 Droning　 Maud　 I、and　and　 South　 Sandwitch　 Fracture　 zone
　　　　　　　(AIternate　 site:　 Wl
General　 objective:　 Heat　 flow,
Special　 requirement:　 None.
Proponent:　 Kaminuma,　 K.　 and　 Shibuya,　 K.,　 Nat.　 Inst.　 Polar　 Res.,
　　　　　　　　　　Kinoshita,　 H.,　 Chiba　 university,　 Japan
　　　　　　　　　　Kobayashi,　 K.,　 Ovean　 Res.　 Inst.,　 Univ.　 Tokyo,　 Japan
Seientific　 objectives:
???
??? ?っ 」
4.
　Latitude　 Longitude　 Water　 depth
6900,S2930'W4200meters
67001004500
633014004800
650037154800
660020004900
through　 W5　 proposed　 by　 J.　 LaBreque.)
　 subbottorn　 water　 circulation　 and　 downhole　 lnagnetic
Japan
field　 variation.
If　 Weddell　 Sea　 is　 formed　 by　 opening　 at　 MOR　 or　 by　 back-arc　 acrivities?
Nature　 of　 basement　 layer;　 Whether　 it　1)elongs　 to　 Antarctic　 shield　 or　 to　 abyssal　 plain.
The　 age,　 feature　 of　 multiple　 intrusion　 of　 lower　 crustal　 materia1,　 and　 paleoposition　 of　 the
Weddell　 Sea　 relative　 to　 Antarctica　 since　 Cretaceous.
Cornparative　 study　 with　 typical　 inland　 seas,　 such　 as　 Japan　 Sea,　 in　 reference　 to;
a)
b)
c)
d)
e)
Vagure　 magnetic　 anomaly　 patterns.
Smooth　 free　 air　 gravity　 anomaly　 within　 the　 basin.
High　 and　 scattered　 heat　 flow.
Cornparatively　 low　 upper　 mantle　 velosity.
Apparent　 absence　 of　 tuffaceous　 layer　 in　 the　 Weddell　 Sea.
Sea
Main　 results:
　　　　Fine　 bathymetric,　 gravimetric,　 magnetic　 and　 heat　 flow　 studies　 in　 the　 proposed　 area　 have
revealed　 that　 the　 basin　 is　 characterized　 either　 by　 back　 arc　 basin　 type　 origin　 or　 by　 very　 rapid
opening　 of　 the　 sea　 floor　 accompanied　 by　 scattered　 multiple　 lave　 intrusions　 in　 the　 wide　 area　 of　 the
basin.　 This　 results　 in　 a　formation　 of　 the　 basin　 within　 a　comparatively　 short　 period　 of　 geologic
time.
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エレバス山とその周辺の定常的地震活動 と異常活動
馬場 め ぐみ(千 葉大 ・理) 神沼克 伊(極 地 研) 網野順(富 山大 ・理)
最近5年 余 りの観測 による と、エ レバ ス山
とその周辺 の地 域で は、そ の火 山活動 に関 連
す る微小地震活 動 が数多 く発生 してい る。 こ
れ は、エ レバ ス山 の火 山活動 が活 発であ る こ
とを示 して いる といえる。 それ は、山頂火 口
内に、溶岩湖 が1972年 以来存 在 が確認 されて
きていた ことか らもわ かる。
溶岩湖 が、最 近数年 間同 じような状態 を保
っていた のは、火 口下 数㎞ にあ る と推定 され
るマ グマ溜 りか らのエネル ギー の供 給 が常 に
あった ため と思 わ れる。 このエ ネル ギーの供
給 は、マ グマの移動 、或 いは対流 によ って 行
なわれ ると推定 され る。そ して、 マグマの移
動 ・対流 に伴 い、定常的 に微小地震 が起 こっ
て きた。
と ころが、1984年9月13日 から、今 まで に
な く大 きな新 しい噴火活 動が始 まった。 この
活 動では、溶岩 湖 の高 さも大 幅 に変 動 した模
様 であ り、最近 数年 にわた る観測期 間中の定
常 的活 動 に比較 して、著 しく活発 な活 動であ
る。
新 しい噴火 活動 ととも に起 こった地震は、
それまでの音 波 を伴 ったいわ ゆる爆 発地震 と
同様 に火 口直下 に起 こってい るよ うであ るが、
個 々の地震 のエネル ギーは、 そ
れ まで と くらべ非常 に大 きい。
/㌶ 鶏 鷺盆薯2難讐
レパ ス山の火 山性地震 が無感で
あった のに くらべ 、有感 であっ
た ことか らもわ かる。
この噴火活動 に先立 っ約2年
半 の間 に起 こった主 な地震 の震
源分 布 を左 図に示 した 。これ ら
の地 震 の震源 は、全て走時残 差
0.5秒 以 内、水平 ・垂直 誤差3㎞
以 内の ものであ る。 この図 から、
定 常的 な地震活 動 が主 に火 口付
近 とその周辺数 ㎞の範 囲に起 こ
ってい ることがわ かる。また、
どち らかとい うと北側 山腹 下の
活 動の方 が活発 の ようで ある。
この1982年2月 か ら1984年7
月の期間 の定 常的地震活 動 にっ
いて、震源 分布 、 スペ ク トル解
→NE　 析 等、色 々な面 から、1984年9
月の噴火へ の関連 を含 め、異常
活 動 の識別 を試み る。
図1982年2月 ～1984年5月 に起 こっ た 主 な地 震 の震 源 分 布
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エ レバ ス 山の群 発地震 活 動
神沼克伊(極 地研) 馬 場 め ぐみ(千 葉大 ・理) 網野順(富 山大 ・理)
エ レパ ス山 のある南極 ・ロス島周 辺 はseis-
mユcityの 低 い南極 プ レー トの 中では、活火 山
が存在す るた めで あ ろうが、異常 とも いえる
ほ ど微小地震 や極微 小地震 の活動 が活発 な地
域 であ る。1980年 以 来実施 されて いる 「エ レ
バ ス火山 国際地震 研究　(IMESS)　 」　によ
り、 この地域 のseismicityが 明 らかに されっ
つ ある。エ レバス 山 を中心 とす る地域 のback
ground　 seユsmicityは 、現在 まで の ところ、
次 のよ うに推 定 されて いる。
1.20～100回/日 程度 の地震 活動 が定 常的
に起 こって いる。
2.発 生す る地震 の50%前 後 が火 口付近 に
集 中 し、山頂 北側 には南北 に数㎞ 延び
る、地 震帯 が認め られ る。
3.1日200回 以上 の地震 の群発 が年 に10回
程 度 は発生す る。
4.エ レバ ス山 はス トロンボ リ型 の噴火 を
1日 に数 回程度繰 り返 して お り、噴火
に伴 う爆 発地震 も起 こって いる。 。
1982～1984年 の約30ケ 月 の間 に、1日250回
以上 の地 震 が発生 した群 発地震 は16回 を数 え
る。その うち7回 は、6月 、7月 という太 陽電
池 の消耗 によ り観測点 がほ とん ど働 かず 、1-
2点 の記 録 しか得 られ てい ない時期 に起 きて
いる。また全観 測点 が正 常 に稼 動 して い る時
に起 こった群発 地震で も、個 々の地震 が小 さ
い ので 、そ の震 源決定 がで きない場合 が多 い。
ここでは地震 の数、発 生パ タ
ー ン 、 石 本 一 飯 田 の"m"に っSW醐
OAILY　NUM8ER　 OF　EARTHOUAKES
図1982～1984年 の エ レバ ス 山 周 辺 の地 震
の 日別 頻 度 分 布 。1日250回 以 上 の 群 発
地 震 を82-A、82-B、 … な どで 示 した 。
いて16回 の群発 地震 の特 徴 を求　no'
めた 。図に示 した群発地 震 の う
82一
ち82-Aはm=2.42とい う大 き な
値 か ら明 ら か に(震 源 が 浅 い)火
83一
山性 の地 震、82-・Cは発生 パ ター
ンや震源 分布 か ら火 山活 動 に直
接関係 のな い地 震 と推定 され る。
エ レバ ス 山は1984年9月13日
か ら新 しい噴火 活動 を開始 した
S鞠
が 、 そ の 前 兆 的 な 活 動 と して 考
え られ る の が 、84-B、84-Fな
どで あ る 。 噴 火 の 始 ま っ た1984
年 代 に入 り、 地 震 活 動 が 一 段 と
活 発 に な っ て い る 。
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正 しバ入山 の火 山性 微 動
網 野 順 神 沼 克伊 馬場 めぐ壮
(富 山 大 ・理)(極 地和)(千 葉 大 ・理)
Ypeeに 活動 す5火 山で は.連 続 的1こ.あ る 働 の垢(幅が通矢 した ・そ し1ワ 臼の6晴 畷
川 颯 々1・Z151ilNtilし危 難 槻 飾 縄 濃聰 れ るて　 Xtね,た.欧 倣 噺 こ帳 噛d'1・Cくts5y
ヒが ある。:二1れらの王乳象は 一般 に火山性 徴tヵ 再び18略 し豪か ら地 髪数 ぶ増 えは じめ る.1・大上
と呼ばれ ・過 去.タ パ 嫉 山イ その報 告 がて か ら二 の微動 β肪 かに織 地 霞遠島 ヒ図
れ1い る.エ レバ ス山 におい住 二の種 の微 速L1い る.
1輪 観 測 さ れ1い る.
工MES∫ に よって得 られ た1982年 か らの
壱己録 にお い1.エ し パス山で搬1さ れ た 火山
性 微動は駄 下 の様 に.
1.ク 妙 の消長 はa5b"(ま ぼ 定 学的 に認
め られ る 火山柱 飾
2.群 発 地雷 ヒ微量bの発 生ヵ:蒔莫日6りに関連
して い ると.思わ れ る火山姓幽
ヒ、分類 寄る こ と拭で き る。
定 彰的 に観 測 され る史山性 徴協 イ ば.}融 弓
約o.1一 αz秒で継続 時 間が1～3分 の紬.周
鮪Q5吋 秒 鎌 続 鯛 む:α5～鶴 の紡 鋤
れ た微 動 周期約1秒 で1。桝 人'FしかSxe.
し軌 、紡錐砂 色 した微 動 な ビぶ観 測 され てい
る。徴集ρの孝ξ生 の頻 フ隻tユ.1EllにO～ 数 回 ヒ
そ の変重力の幅 力液 い.こ れ らの定 軸 な畑
焼微動 よ.エ しバス 山 の定 離 飢P男 保 して
し、ろ可能・}生ヵくあ ろ。
群発地 鶴 の大雄 紬 頓 －q纈lo月
8日 の群孝ξ他愛(82-c)ヒ 、1983年4月6日 力、
頂コ1群 孝ξ地 震 ・83-Cの8寺 にゑA:Aiレされ た
虫ム性微動
ら4月8日 にか け1の 群 発地 霧(83-d)ヒ に権50
し、Sく山性 微 動0て極a・夏i)された。
82-Cの 時に1ま.周 期約 α2秒の矩 周期 の微35
奮oヒ、周期 約1柔 ケの長 周期 の微動 が観 卦1ざれ30
た.短 醐 の鋤1よ 群 発地 腹の発 生 と{まぼ25
岡崎に発 生 しは じめ.振 幅 酸 化twな ボ ら
紡o時 間に寝 ・マ嚇 を的 に難 した.鋼 期1・
の微 動 は.8臼 のz2時 頃b・ら如9手 閻 －efft　5
的 に驚 生し た.
83-Cの θ奇に は.周 期 約7ゑ ケの」長周期 の三皇
脆 した 微動 が観 測され た(回1)。 ての微 動は約 園z群 観 閲83-dの 晴 間でヒの弛
Z醐 緬 、た.こ の髄 力の 鳩 闇 ごとの振幅 霞数 ヒ当 の蒔に撤 ば れた畑 柚微動の娠
の変化t,そ の目今間にエし1ぐスムイ忽 。た地 幅
蜜の誕 砒 に嗣.6eの2顧 よ,)　reR
数 ヵ遣 えは じめ|8時 頃 一端琢ケ 宣るt,微
一37一
オ ン グ ル 島 の 古 地 磁 気 岩脈の貫入に よる古地磁気の変化
船 木 実(極 地 研)　 P.J.　 Wasilewski　 (NASA,GSFC)　 　永 田 武(極 地 研)
1.は じ め に
「j　nッtホ'レ ム 湾 岸 か ら 採 集 さ れ た 岩 石 の 古 地 磁 気 学 的 研 究 は
、 清 水 永 田(1960)以 来 い くっ か あ る が
る が 、 い ず れ も 資 料 数 が 少 な く 、 ま た 地 質 構 造 と の 関 係 な ど 不 明 瞭 な 点 も あ り 、 種 々 の 問 題 が 残 っ て い る 。
し か し 自 然 残 留 磁 気(NRM)　 を 獲 得 し た と 推 定 さ れ る 古 生 代 初 期(～500m.a.)のNRMの 方 向 は 伏 角
58.0度 偏 角335.7度 で 、 見 掛 け の 磁 極 の 位 置(VGP)は南 緯19度 東 経13度 付 近 と 推 定 され る。
JARE-25　 夏 隊 で 我 々 は リュ ッ オ ホ ル ム 湾 及 び 七 一 ル ロ ン ダ ー ネ 山 脈 か ら 合 計1125個 の 古 地 磁
気 用 岩 石 を 採 集 し た 。 こ れ ら の 試 料 の う ち 東 オ ン グ ル 、 西 オ ン グ ル 島 の 試 料 に っ い て のNRMの 方 向 を 測
定 し た の で そ の 概 略 に っ い て 報 告 す る 。
2.測 定 結 果
代 表 的 な 試 料 に っ い て は 、5000eま で 交 流 消 磁 を 行 い 、NRMの 安 定 性 を 調 べ た 。 ま た 全 試 料 に っ
い て 、1000eで 交 流 消 磁 を 行 っ た 。 次 に 立 待 ち 岬(EON-7)と 見 晴 ら し 岩(EON-1)の 試
料 に っ い て は 、NRMの 熱 消 磁 を800度Cま で 行 っ た 。 岩 石 磁 気 学 的 な 測 定 は 現 在 進 行 中 で あ る 。 現 在
ま で に 得 ら れ た 結 果 は 次 の 通 りで あ る 。
1.こ の 地 域 の 岩 石 の 多 く は 、 現 在 の 地 球 磁 場 方 向(-65.4度,46.0度W)のNRMを 持 つ 。100
0eで 交 流 消 磁 す る こ と に よ り、NRMの 方 向 は 散 在 す る が 、 そ の 多 く は 水 平 方 向 のNRMと な ろ。
2.熱 消 磁 の 結 果 、 多 くの 試 料 は280～380度 でNRMの 急 激 な 変 化 が 認 め ら れ 、 磁 磁 鉄 鉱 が 関 与
し て い る 可 能 性 が 大 き い 。 特 にEON--7の 磁 硫 鉄 鉱 脈 付 近 か ら採 集 し た 試 料 のNRMの 強 度 の 変
化 は 図1に 示 す よ うに 大 き い 。
3.EON-1に 貫 入 す るPegmatiteや 西 オ ン グ ル 島 の　Amphibolite　 の 一 部 は 現 在 の 地 球 磁 場 と逆 方 向
のNRMを 持 ち 、 そ の 方 向 は 今 ま で 報 告 さ れ た こ の 地 域 の 古 生 代 初 期 の も の に 近 い 。 図2は こ の 様
子 を 示 し た も の で 、Aは 清 水 永 田(1960)、BはEON-7のNRMの 平 均 の 方 向 、 及 び95%の 確
率 の 範 囲 、 そ れ に 四 角 で 示 さ れ る　Amphibolite　 の 逆 帯 磁 のNRMの 方 向.を 示 し た も の で あ る 。 こ
の こ と か ら　 A,　 Bは95%の 範 囲 で 同 方 向 で あ り 、 同 時 期 のNRM獲 得 の 可 能 性 を 示 す 。
図1.EON-7の 熱 消 磁 曲 線 図2。 古生代初期 のNRMの 方向
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極 地 域 の 古 地 球 磁 場 強 度
地 磁 気 の 過 去 に お け る 変 動,例 え ば 地 磁 気
の 逆 転.地 磁 気 双 極 子 ・非 双 極 子 の 特 性 の 時 間 変
化 を 探 る た め に は 地 磁 気 方 向 と と も に 強 度 の デー
タも 必 要 と な る 。従 来 の 地 磁 気 強 度 の 研 究 は 対 象
が 過 去 一 万 年 間(考 古 時 代)に 集 中 し て お り 地 質
時 代 の デ ターは 少 な い 。更 に,今 ま で え ら れ て い る
チー タは ヨ ローッパ・アメリカ・日 本 な ど の 中 緯 度 地 域 か ら の
も の が 殆 ど で あ り 高 緯 度 地 域 の デー タは 非 常 に 少
な い 。地 球 磁 場 の 全 体 像 を 探 る に は 高 緯 度 地 域
の 古 地 磁 気 強 度 も 調 べ な く て は い け な い 。
南 極 に お け る 古 地 磁 気 強 度 の 研 究 と し て はJ.C.
Briden(1966)に よ るVictoria　 ValleyのFerrar
dolerite(162my)から の 結 果(F=0.1190e)があ る
の み で あ る 。今 回.マ クマー 阿 ウンドの ハットポイント半 島,ロ イズ
岬.お よ び テイラー 谷 か ら 採 集 さ れ た い わ ゆ る マクマ ドー
火 山 岩 類 を 用 い て2.9Maか らO.5Maま で の 極 地 域
に お け る 地 磁 気 強 度 を 調 べ た 。こ れ ら の 岩 石 試
料 の 古 地 磁 気 方 向 の 研 究 はFunaki(1983)によ り
既 に 報 告 さ れ て い る 。
地 磁 気 強 度 を 求 め る 手 法 と し てThellier法
と 称 さ れ る 方 法 が 一 般 に 使 わ れ て い る 。こ れ は,
(A)自 然 残 留 磁 気 の 温 度,T.で の 熱 消 磁.と(B)人
工 磁 場 の も と で 同 じ 温 度.T,で っ け た 熱 残 留 磁
気,の 比 か ら 自 然 残 留 磁 気 獲 得 時 の 地 磁 気 強 度
を 求 め る の で あ る 。右 に 示 し た よ う に(A),(B)の
線 形 関 係 か ら 強 度 を 求 め る が 今 回 の 試 料 で は
Thellier法 が 適 用 で き な い も の が 半 数 以 上 を し
め た 。自 発 磁 化 ・自 然 残 留 磁 化 の 抗 磁 力 ・磁 化 強
度 か ら み る と 含 ま れ る 磁 性 鉱 物 は 主 にpseudo
酒 井 英 男 ・広 岡公 夫(富 山大 ・理)
船 木 實(極 地 研)
single　 doロain粒 子 だ と思 わ れ る。そ うし た構 造
や 他 の 岩 石 磁 気 的 性 質 と実 験 の成 ・不 成 功 の 相
関 を み た が は っ き り し た 結 果 は今 の 所,得 られ
て い ない。
Thellier法 に修 正 を加 え.従 来 の 手 法 で 結 果
が 得 られ なか っ た試 料 を主 に 用 い て 方 法 の 適 用
を試 み た。改 良 点 は(1)各 測 定 の 前 に2000eま で
の交 流 消 磁 を加 えた こ と と.(2)化 学 消 磁 法 の 適
用 で ある。 これ らの 改 良 に よ り新 た に 数 個 の結
果 を え た。(1)の 改 良 法 で新 た に 得 られ た値 は従
来 の手 法 の も の よ り高 い地 磁 気 強 度 に な る傾 向
が 認 め られ た。今 回修 正 し た手 法 が 効 果 的 だ っ
た こ とは熱 残 留 磁 化 以 外 の 二 次 的 磁 化 の 付 着 が
自然 残 留 磁 気 と熱 残 留 磁 気 の 線 形 関 係 を妨 げて
い たた め と考 え られ る。
今 ま で 得 られ た古 地 磁 気 強 度 を下 のヒストグラム
に 示 した。全 体 と し て これ ら の 火 山 岩 類 が 噴 出
し た頃(0.5～2.9Ma)の 南 極 に お け る地 磁 気 強 度
は現 在 の値 よ り低 か っ た と考 え られ る。
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(⊃ は 今 回,用 い た火 成 岩。
trn　実験室でっけた熱残留磁気
刊工法の実験例
磁場強度(Oe)
RはReverse試 料 の結果
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リュ ツ オ ・ホ ル ム湾 の地 磁 気 異 常
帯刀 薫(東 海大 ・理) 渋谷 和雄(極 地研) 神沼 克伊(極 地研)
JARE21及 びJARE22にお い て 、 リュ 常 を求 め る 過 程 をFlight　 ・　No　8を 例 に 示 す ・
ツ オ ・ホ ル ム 湾 め 航 空 磁 気 測 量 が 行 な わ れ た 。 図2はc。ntouringの 結 果 で あ る が 、 全 体 の
得 られた全磁 力 デー タ をも とに1500～3000ft
及び5000ftの 異 な る計 測高度 で の磁 気異常 分
布 図 を作成 し、海底 地形 を参 考 に して地質構
造 の解析 を試み た。
地 磁気 の短 時間 変動 のデ ー タは昭 和基地 で
の フラックス ・ゲー ト磁力 計 の三成 分 か ら合
成 され た全 磁力値 を用 い た。
観測 された全 磁力 デー タ か らIGRFモ デ
ル と短 時間変動 を引 いた残 差 を磁気 異常 とみ
な した。サ ンプ リング間隔 は1.2秒 、1.6秒 、
2.0秒 の3種 類 あ り内挿 法で 空 間的 なサ ンプ リ
傾 向 一100nTに 重 なって 、正 の異常 がみ ら
れ るのはパ ッダ島 、 かなめ島、 オ ングル諸 島
の南方 、及 び弁 天 島の南西 域で 、 と りわ け顕
著 なのは面 積 は小 さい が振幅 の大 きいヤル ト
オ イ島、広 範 囲 にわ たる白癩氷河 東岸 域で あ
る 。負 の異常 がスカル ブスネ ス、 ラン グホ ブ
デ、 及び デ ュー プ ピカな どで あ る。
同様 の方 法 によ る解析 で得 られ た5000ftの
磁気 異常 図で は 、変化 の激 しい地域 の異常 は
な らされ、異 常値 は全 体的 に小 さ くな る。 し
か し、全 体 の傾 向は 図2と ほぼ一致 し、 ス カ
ン グ間 隔 を200mに 統 一 した 。磁気 異常 のpro－ ル ブス ネ ス以 北 の地域 の負 の異常 と白癩 氷河
fileは 目視 によ り明 らかなエ ラーデー タ を除 東岸 の正 の異常 はや は り顕著 で ある。以 上 の
い た後 、地 図上 に重 ね、50nT間 隔で 、　hand－ 磁 気異 常 の全体 的傾 向 と海 底地形 を考慮 して 、
contouringを 行な った 。図1に 上 記 の磁気異 地 質構 造 の特 徴 を考 えて いき たい.
図1磁 気異常を求 める過程 図2磁 気 異 常 のcontouring　 map
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南極域地殻磁気異常図の作製
一 平均電離層磁場補正法の極域への適用 一
竹申 潤
(千葉大・理)
これ まで に南 極 域 の 地殻 磁 気 異 常 にっ
い て行 わ れ て き た研 究　(Ritzv。11er　 &　Be-
ntley,1983)で は、 擾 乱 磁 場 の影 響 を除 く
た め にデ ー タ の選 択 条 件 を厳 しく し(地 磁
気擾 乱 指 数Kp≦1_が6時 間以 上 続 く時 のみ)
、 プ ロ フ ァイル ご と に2次 関 数 のあ て は め
を行 い、 更 に振 幅 に制 限 を与 えて い た.こ
の た め各 プ ロフ ァ イル ご と のデ ー タの質 は
良 くなっ た と思 わ れ るが 、全 体 のデ ー タの
数 は少 な く(88パ ス)、 異常 図 の信頼 性 は
低 い。
そ こで本 研 究 で はYanagisava　 &　Kon。
(1985)が 中 低緯 度(士50'以 内)に つ いて
開発 した平 均 電 離 層 磁 場補 正 法 を南極 域
(40°S以 南)に っ い て適 用 して み た 。デ
ー タは　HAGSATの 全 飛 行期 間 にほ ぼ近 い19
79年11月1日 か ら1980年5月12日 まで の もの
の う ちKp≦2。 の期 間 を全 て(1790パ ス)使
用 し、 観 測 デ ー タ か ら主 磁 場 モ デ ルGSFC12
/83(Langel&Estes,1985)を引 き去 り、 残
差 デー タ と した 。次 に こ の残 差 デ ー タ を地
磁 気 地 方 時(4時 間 毎)、 地 磁 気 緯度(1'
毎)、Kp値(0。 ・2。の7段 階)で 分 けて平 均 化
し、 そ れ ぞれ につ い て 図1に 示 す 様 な擾 乱
磁 場 モ デル を得 た.そ して残 差 デ ー タ か ら
この モ デル を差 し引 き 、 これ を補 正済 み デ
ー タ と し、3° ×3'メ ッシ ュ内 で 平均 して
図2の よ う な地 殻 磁 気異 常 図 を得 た.
　　　　　　　　　 References
　 Langel,R・A.　 &　R.H.Estes(1985)　 J.Geo-
phys.Res.,90,2495-2509.
　 Ritzwoller,H.H.　 &　C.R・Bentley(1983)
Antarctic　 Earth　 Science,504-507,Cambr-
idge　 Univ.Press.
　 Yanagisawa,M.　 &　M.Kono(1985)　 J.Geop-
hys.Res.,90,2527-2536●
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図1.平 均擾 乱 磁 場 モ デル の一 例
(HLT=16～20h,Kp=2。 の 場合.中 央 の
プ ロ ッ トは平 均 値 、上 下 は士 σ)
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図2.40'S以 南 の地 殻 磁気 異 常
(コ ン ター 間 隔 は2nT,破 線 は負 の 値)
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SEASATに よ る昭 和 基 地 周 辺 の 氷 床 地 形
梶川 優子(東 海大 ・理) 渋谷 和雄(極 地研) 瀬川 爾朗(東 大 ・海 洋研)
南極 において地 上測量 を広域 にわた って行
なうことは極めて 困難で あ り、此 れ迄 に発 表
されて い る広 範 囲での南極 地形 図(例 えば、
Buddeta1,1971)は 、 コ ンター間 隔 が500m
で ある。
これ に対 し、衛星 搭載 の レー ダー高度計 の
デー タを用 いる と、地 上 にお ける観測 に比 べ
て空間的 に高密度 の デー タが得 られ るので 、
表面 高度 を精度 良 く推定 で きるも の と期待 さ
れ る。また短 期 間 にデー タが取 得で き るので
氷 の動 きに対す る補正 を必要 としな い ことが
利点 と してあ げ られ る。
図2は 以 上 の 方 法 に よ り得 られ た結 果 で あ
る 。　SEASAT-1は 軌 道 傾 斜 角108° な の で 南 緯
72° ま で の氷 床 地 形 図 し か得 られ な い 。 な お
GEM1 Bモ デ ル に よ る ジ オ イ ド高 補 正 を行 な い、
SEASAT準 拠 楕 円 体 上 の高 度 分 布 に して あ る。
得 られ た氷 床 地 形 の絶 対 精 度 を評 価 す る 為
に は 、地 上 測 量 デ ー タ と の 比 較 が必 要 で あ る。
図2の 領 域 に お い て は 、　JARE及 びANAREの トラ
バ ー ス測 量 デ ー タ及 び 人 工 衛 星 測 位 デ ー タ が
あ る の で 等 高 線500m間 隔 毎 の レー ダ ー 高 度 デ
ー タ と地 上 デ ー タの 差 を見 積 も る こ と に よ り'、
誤 差 の評 価 と 、 図2の 修 正 か ら最 適 氷 床 地 形
我 々 はSEASAT--1(1978年6月28日 一10月10日)を 求 め た い 。
㌫ 罐 篇 鍵 黒蠕 瓢 ㌶1図2蝿 番号492下の氷床高度の変化
図1は 、 軌 道 番 号492下 の 氷 床 高度 の 変 化 を
示 した も ので 、 高 度 が500m以 上 の傾 斜 が ゆ る
や か な(5×IO'3以 下)領 域 に お い て は 、 高
度 変化 を比 較 的 忠 実 に表 して い る も の と考 え
られ る。 軌 道 に沿 っ て の デ ー タ間 隔 は 約7㎞ 、
ま た 隣 合 う軌 道 の 間 隔 は50-・100krnで あ る 。 こ
れ ら81本 の軌 道 に よ る約13,000点 の高 度 デ ー
タ の分 布 よ り0.2°XO.2° 間 隔 の格 子 点 上
で の高 度 値 を補 間 法 で 発 生 させ 等 高 線 を描 い
た 。氷 床 表 面 の 傾 斜 に よ り生 じ る誤 差 、 位 置
決 定 の あ い ま い さ な どの 制 約 に よ りコ ン タ ー
間 隔 を]00mと した 。
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図2昭 和 基 地 周 辺 の氷 床 地 形 図
(コ ン タ ー 間 隔 は100in)
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JMRを 用いたトランスローケイション
北沢幸人(茨 城大学.理)渋 谷和雄(極 地研)
1)目 的
広報暦を用いたポイン トポジショニング法で位置決定を行うに際して
5m以 内の測位精度を欲するならば40～50程 の観測パスが必要で
あり,そ の為には日本付近では約5日 間,極 地域でも2日 間程度の観測
日数が必要である.精 密暦を用いた場合,ア メリカ合州国国防省地図局
(DMA)で 軌道計算がなされる衛星のバスが20程 含まれていれば2
m程 度の測位精度が期待できるが,そ れには約1週 間の観測が必要であ
る.
自然条件が厳しい南極では,測 地測量や氷床 ・氷河の流量測定などの
野外観測作業における時間的制約は極めて大きな問題である.そ こで
NNSS衛 星を用いた位置決定が,よ り短い観測期間で上記の精度を達
成し得るようになれば,そ れは即ち南極観測に有益なものとなるであろ
う.
この 『位置決定効率の向上』ということを実現するためにはトランス
ローケイション法が有効であると考えられる.そ こで本土内の位置が既
知の点で受信観測を実施 し,ト ランスローケイション法を用いることに
よって位置決定効率を高めることが可能か否かを検討することが本研究
の主目的である.
なお.広 報暦によるポイン トポジショニングに際して,よ り良好な解
を得ることを目的とするパラメーターテス トを同時に実施する.
2)観 測点
観測点は,筑 波(TSK).堂 平(DDR).国 立極地研究所
(NIPR)の3点 である(図1).観 測期間は,筑 波においては
1984年5月20日 から同年5月26日 までの7日 間,堂 平において
は5月21日 から23日 までの3日 間,極 地研では5月19日 から
5月26日 までの8日 間であろ.
使用受信器は全てJMR社 製であり,筑 波のみがJMR-1Aで,
他の点ではJMR-1を 用いている。
なお,観 測点では受信と同時に温度,湿 度,及 び気圧の測定を
行なっており,位 置計算の際の補正計算に使用している.
位置計算に使用したプログラムは,　JMR社 製SP-2G(ポ イント
ポジショニング用)及 びGP-1S(ト ランスa－ ケイション用)で あ
る.プ ログラムの繹細については,　 BRUNELL,et　al.
(1982)及 び小牧(1981)を 参照されたい.
3)解 析法と結果の一部
●パラメーターテストは解に対する影響が大であると考えられる4つ に
関して行った(表1).HOR,　 ELVMIN,　 IJMFRに ついては
解の収束状況を判定基準とし,NLINEに ついては後述する基準位置
との比較から判定を下した.そ の結果,NLINE=6,
HOR=7.5,ELVMIN=15.0,IJMFR=2,と いう値
が適することが確認された.
●ポイントポジシショニング及び トランスローケイションの精度につい
ては,小 牧(1983)に よる筑波と堂平での精密暦による測位結果を
基準位置とし,こ れとの比較によって評価を行なうが,そ の為には
広報暦による位置をNWL-10D系 からNWL-9D系 へ変換する必
要がある.今 回,ANDERLE(1976)とLEROy(1982
)に よる変換式を用いて比較をした.表2-Aに ポイントポジショニン
グの結果を示し,表2-Bに 小牧(1983)か らのズレの大 きさを示
す.
●筑波を固定点として トランスローケイション法を用いて堂平の位置を
もとめ,更 にLEROY(1982)の 変換を施した結果の小牧
(1983)か らのズレを表3に しめす.ま た,軌 道補正量の誤差を表
4に 示す.
軌道補正量の誤差の大きいものを取り除くと,か なりの精度が期待で
きる.
DDR
/
IP
TSK
十
図1:観 測点位置(日 本本土関東平野内)
一43一
lNLINE　 l　 l
lHOR　 l7
1ELVMtNl15
11JMFR12
213161131261
.5115.Ol
.0120.Ol
41
lNLINE…"2分 間をNLINEず つに分けて積算
.l
IH。R…1つ のパスのうちaSSh・HORよ り低いssaを 鰍
.l
lELVMIN""最 大破 がELVMINよ り低bA'ス を削除
.l
lIJMFR… 使用するタイムフレームを決める.l
l2:ク ・スオーパ一点での継 のタ仙 フレーム鯛 .l
l4:ク ・スオーパ一点での受儲 の タ仏 フレームan.1
表1:テ ス トしたパラメーターと代入した値
*筑 波
麿ないし変換法 ψ(36°6') 'λ(140'5') ,高 度 ハス
小 牧 20戸.278 14s.417 59.53m
広報暦 20".352 14s,475 59・66m 71
アンダール変換 20".352 14s.216 64.94m 71
ルロイ変換 20",284, 14s.475 59.53m 71
精索層 20'.361 14s.475 58.99m 33
*筑 波
暦ないし変換法 △ψ(°) △λ(.) △h(m)
F
△d(m)
広報暦
アンダ ルー変換
ルロイ 変換
精索暦
一 〇,074
-0,074
-0,006
-0 ,083
一 〇 ,058
0,201
-0,058
-0,058
一 〇 .13
5.39
0.00
-O.54
2.71
7.72
1.46
3.00
`
*堂 平
暦ないし変換法 ψ(36"0') λ(139"1「) 高度 バス
小 牧 27".117 26s.599 892.30m
広報暦 26".938 26s.568 891.68m 20
アンダール変換 26ρ.938 26s.308 896.97m 20
ルロイ変換 26.,869 26s.568 891.55m 20
精索暦 27",232 26s.599 891.91m 8
表2-A:ポ イン トポジショニングによってもとめられた筑波及び堂平の位置.
1パス数1使 用衛星l
l131全 部l
l12130190以 外l
llll30110以 外l
l11130480以 外1
110130130以 外l
l
l4130130の み1
14130200の みl
l4130480の みl
l2130110の みI
l71200,1901
11&1101
151200&1901
△ ψ(")1△ λ(")1
0.008!-0.0351
0.0201-0,0421
0.0011-0.0391
0.03510.0431
0.0031-0.0111
9130200以 外1-0.0151-0,1161
0.05310.0601
0,0381-0.0081
0.08610.0221
0.05510.0551
11
0.02110.0271
0.01110.0311
△h(m)1△d(m)1
1.301
1.121
1.861
-1.401
2.181
2.901
-2.471
-1.031
19.
-1.511
1
-0.391
0.001
1.591
1.661
2.101
2.071
2.201
4.131
3.321
1.571
16119.351
2,661
1
1.011
0.851
*裳 平
暦ないし変換法 △ψ(°) △ λ(") △h(m) △d(m)
,
広朋
アンダ ルー変換
ルロイ 変換
精密暦
0,179
0,179
0,248
-0,113
0,031
0,291
0,031
0,000
0.62
-4.67
0.75
0.39
5.61
10.26
7.72
3.51
表2-B:小 牧(1983)に よる位置との差
(△d=
l
l304801
1302001
1301901
1301301
1301101
衛星番号lRADlALlALONG
2.501
0.991
___-1
1.301
0.761
T.
12.901
1.711
__一__1
7.791
2.321
:単位はm)
lACROSS T.1
22.311
4.301
_____1
7.021
7.951
表4:軌 道補正童の誤差(単 位:m)(T.=TRAC.K)
表3:小 牧(1983)に よる堂平の位置と筑波を圃定点 として トランス
ローケイションで もとめた堂平の位置との差.
(△d-(△ ψ+(△ λf+(△hS:単位はm)
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シ ン ポ ジ ウ ム プ ロ シ ー デ ィ ン グ ス の 発 行 に つ い て
例年と同様に当シンポジウムのプロシーディングスを発行 しますので、下記により論文の投稿をお
願いします。
記
1.投 稿締切 日:昭 和61年1月31日(金)
2.投 稿 要 領
フルペ ーパ ーは、 原則 として図・表合わせ て10枚 以内、 原稿 は タイプ用紙 ダ ブル ス ペ ースで
15枚 以内 とし下 記 の投稿予 定 申込書に所定 事頃を記 入の上提出 して下 さい。 なお、投稿 の際 は
当研究所投 稿規定(Memoirs　 of　National　 Institute　 of　 Polar　 Research)　 によ って下
さい。
3.そ の 他
当 プロシーデ ィングス以外 にフルペーパ ーで投稿等予定があ る場合は、 アブス トラク トのみ提
出して下 さい。
なお、 アブス トラク トの 出版 につ いては、別途編集委員会等で検討 され、決定 され ます。
4.投 稿 先:〒173東 京 都 板 橋 区 加 賀1-9-10
国 立 極 地 研 究 所 編 集 委 員 会
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